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1

嚴
粲
詩
緝
所
引
朱
熹
詩
說
考

種
村
和
史

1　

問
題
設
定

嚴
粲
（
生
卒
年
不
詳）

1
（

）、
邵
武
（
現
、
福
建
）
の
人
。
淸
湘
（
現
、
廣
西
）
縣
令
。『
滄
浪
詩
話
』
の
著
者
、
嚴
羽
の
族
弟
で
あ
る
。

文
集
に
『
華
谷
集
』
が
あ
り）

（
（

、
江
湖
派
の
代
表
的
詩
人
で
あ
る
戴
復
古
（
一
一
六
七
～
？）

（
（

）
と
交
流
が
あ
り
、
自
身
も
江
湖
派
の
一
人

に
數
え
ら
れ
る）

（
（

。
嚴
粲
は
詩
人
と
し
て
は
今
で
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
に
は
『
詩
緝
』（
淳
祐
八
年
、
一
二
四
八
、

自
序
刊
）
と
い
う
詩
經
の
注
釋
が
あ
り
、
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
一
一
八
一）

（
（

）『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記）

（
（

』（
以
下
、『
呂
記
』
と
略
稱
す
る
）、

朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）『
詩
集
傳）

（
（

』（
以
下
、『
集
傳
』
と
略
稱
す
る
）
と
竝
ぶ
、
南
宋
詩
經
學
を
代
表
す
る
業
績
と
し
て
高

い
價
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
朱
熹
の
詩
經
解
釋
を
重
ん
じ
た
。
こ
の
こ
と
、
黃
忠
愼
氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。



（

嚴
粲
は
、
朱
子
を
相
當
重
ん
じ
た
…
…
實
際
に
統
計
を
取
っ
て
み
る
と
、『
詩
緝
』
所
引
の
「
朱
氏
曰
」
は
「
呂
氏
曰
」「『
詩

記
』
曰
」
よ
り
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
（
嚴
粲
對
於
朱
子
是
相
當
倚
重
的
…
…
經
過
實
際
的
統
計
、
我
們
已
經
確

定
《
詩
緝
》
所
引
「
朱
氏
曰
」
遠
多
於
「
呂
氏
曰
」、「《
詩
記
》
曰

）
（
（

」）

氏
は
さ
ら
に
注
し
て
「《
詩
緝
》
引
朱
子
之
解
共
計
五
七
七
處
、
引
呂
氏
之
言
則
僅
一
七
五
處
」
と
述
べ
て
い
る）

（
（

。

と
こ
ろ
で
、
朱
熹
の
詩
經
解
釋
の
成
果
に
は
、『
集
傳
』（
淳
熙
十
三
年
、
一
一
八
一）

（1
（

）
に
先
行
し
て
、『
詩
集
解
』
と
稱
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
、『
呂
記
』（
淳
熙
九
年
、
一
一
八
二
、
朱
熹
・
尤
袤
序
刊
）
に
「
朱
氏
曰
」
と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
今
に
傳

わ
っ
て
い
る
。『
詩
集
解
』
と
『
集
傳
』
と
の
最
大
の
違
い
は
、
詩
序
に
對
す
る
態
度
に
あ
る
。
漢
唐
詩
經
學
の
根
幹
を
な
す
、
孔
子

の
敎
え
に
基
づ
い
て
子
夏
が
著
し
た
と
さ
れ
る
小
序
を
、
朱
熹
は
『
詩
集
解
』
執
筆
の
段
階
で
は
信
じ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
詩
篇
を
解

釋
し
た
。
對
し
て
、『
集
傳
』
の
段
階
で
は
、
小
序
を
否
定
し
獨
自
の
解
釋
を
志
向
し
た
。
そ
の
こ
と
を
大
き
な
理
由
と
し
て
、
朱
熹

自
身
は
『
詩
集
解
』
を
廢
棄
し
た
と
い
う
認
識
で
い
た
こ
と
、『
呂
記
』
の
た
め
に
朱
熹
が
書
い
た
序
で
次
の
よ
う
に
宣
言
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
中
で
「
朱
氏
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
實
は
私
の
若
年
の
淺
は
か
な
說
で
あ
り
、
呂
祖
謙
、

字
は
伯
恭
君
が
誤
っ
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
い
時
閒
を
經
て
、
こ
れ
ら
の
說
が
穩
當
で
な
い
こ
と
を
私
は
理
解

し
て
い
る
（
雖
然
、
此
書
所
謂
朱
氏
者
、
實
熹
少
時
淺
陋
之
說
、
而
伯
恭
父
誤
有
取
焉
。
其
後
歷
時
既
久
、
自
知
其
說
有
所
未
安
）

『
詩
集
解
』
の
說
は
、『
呂
記
』
以
外
に
『
詩
緝
』
に
も
多
く
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
南
宋
・
段
昌
武
の
『
毛
詩
集
解）

（（
（

』
に
も
や
は
り

「
朱
曰
」
と
し
て
多
數
引
用
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
朱
熹
研
究
の
第
一
人
者
で
、
巨
著
『
朱
熹
年
譜
長
編）

（1
（

』（
以
下
、『
年
譜
長
編
』
と
略
稱
）



（

嚴粲詩緝所引朱熹詩說考

お
よ
び
『
朱
子
大
傳）

（1
（

』
の
著
者
、
束
景
南
氏
は
こ
の
三
書
に
引
用
さ
れ
る
朱
熹
の
詩
經
解
釋
を
收
集
し
、『
詩
集
解
』
復
元
を
行
っ
た）

（1
（

。

こ
れ
は
、
詩
經
に
對
す
る
朱
熹
の
認
識
の
變
化
と
そ
の
詩
經
學
の
成
立
過
程
を
具
體
的
に
考
察
す
る
た
め
の
、
最
重
要
の
材
料
を
整
理

し
提
供
し
た
も
の
で
、
斯
學
に
貢
獻
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

束
氏
は
そ
の
「
輯
録
說
明
」
で
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

朱
熹
は
、
若
い
と
き
に
、
ひ
た
す
ら
詩
序
の
說
に
基
づ
い
て
『
詩
集
解
』
を
著
し
、
淳
熙
四
年
以
後
に
な
っ
て）

（1
（

よ
う
や
く
詩
序

を
退
け
て
『
詩
集
傳
』
を
著
し
た
。
…
…
朱
熹
『
詩
集
解
』
は
淳
熙
四
年
に
序
が
定
稿
し
た
後
、
か
つ
て
印
刷
刊
行
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
尤
袤
『
遂
初
堂
書
目
』
が
「
朱
氏
集
傳
稿
」
を
著
録
す
る
が
、
す
な
わ
ち
こ
の
『
詩
集
解
』
の
こ
と
で
あ
る
。
當
時
こ

の
書
も
非
常
に
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
…
…
〔
段
昌
武
、
嚴
粲

―
筆
者
補
〕
の
二
人
は
い
ず
れ
も
詩
序
を
主
と
し
て
詩
解
釋

を
行
う
學
派
で
あ
り
、
ま
た
二
書
は
、
い
ず
れ
も
呂
祖
謙
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
紀
』
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
…
…
故
に
二

書
中
に
引
用
さ
れ
る
「
朱
曰
」、「
朱
氏
曰
」
の
詩
說
は
、
必
ず
や
朱
熹
が
詩
序
に
基
づ
い
て
解
釋
を
し
た
『
詩
集
解
』
で
あ
り
、

詩
序
を
退
け
て
解
釋
を
し
た
『
詩
集
傳
』
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
朱
熹
早
年
一
本
毛
序
而
作
詩
集
解
、
淳
熙
四
年
以
後
始
黜
毛
序

而
作
詩
集
傳
。
…
…
朱
熹
詩
集
解
於
淳
熙
四
年
序
定
後
嘗
印
刻
、
尤
袤
遂
初
堂
書
目
錄
有
朱
氏
集
傳
稿
、
即
此
詩
集
解
、
可
見
當

時
亦
甚
流
行
。
…
…
二
人
均
爲
主
毛
序
說
詩
派
、
二
書
亦
皆
仿
呂
祖
謙
呂
氏
家
塾
讀
詩
紀
而
成
、
…
…
故
二
書
中
所
引
「
朱
曰
」、

「
朱
氏
曰
」、
必
爲
朱
熹
主
毛
序
說
之
詩
集
解
、
而
非
黜
毛
序
說
之
詩
集
傳）

（1
（

）

右
の
引
用
の
中
で
、
二
つ
の
認
識
が
注
目
さ
れ
る
。



（

一
、
尤
袤
『
遂
初
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
詩
集
解
』
は
か
つ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る）

（1
（

。

二
、
段
昌
武
・
嚴
粲
は
尊
序
派
で
あ
り
、
ま
た
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
の
體
例
に
從
っ
て
『
詩
經
』
の
注
釋
を
著
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
朱
熹
の
詩
經
解
釋
は
、
反
序
の
立
場
に
立
つ
『
詩
集
傳
』
で
は
な
く
、
尊
序
の
段
階
の
時

に
著
さ
れ
た
『
詩
集
解
』
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
一
の
說
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
問
題
に
し
た
い
。
第
二
の
點
に
關
し
て
は
、
彭
維
杰
氏
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ

る
。

朱
熹
よ
り
長
い
年
月
を
隔
て
て
登
場
し
た
嚴
粲
は
、
そ
の
著
『
詩
緝
』
の
中
で
朱
子
の
詩
說
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
五
百

餘
箇
所
あ
る
。
そ
の
中
に
は
朱
熹
の
舊
說
が
あ
る
。
例
え
ば
周
南
「
兔
罝
」
詩
で
、『
詩
緝
』
に
朱
熹
の
言
葉
を
引
用
し
て
…
…

と
言
う
。
呂
祖
謙
『
讀
詩
記
』
に
…
…
と
あ
り
引
用
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
熹
の
晩
年
の
定
論
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
衞
風
「
氓
」
詩
首
章
で
、『
詩
緝
』
は
「
朱
子
曰
、
士
君
子
立
身
一
敗
而
萬
事
瓦
解
者
、
何
以
異
此
」
と
言
う
が
、
こ
こ

に
引
か
れ
て
い
る
說
は
定
本
『
詩
集
傳
』
卷
三
と
同
じ
で
、
し
か
も
呂
氏
『
讀
詩
記
』
に
は
こ
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。
嚴
粲
が

引
用
し
た
朱
熹
の
舊
說
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
引
用
が
朱
熹
の
舊
說
新
說
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
辨
別
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
如
較
朱
子
晚
出
多
年
之
嚴
粲
、
所
著
《
詩
緝
》、
引
朱
子
說
者
五
百
餘
處
、
其
閒
有
朱
子
舊
說
、
例
《
周
南
》〈
兔
罝
〉

詩
、《
詩
緝
》
引
朱
子
言
曰
、
…
…
呂
氏
《
讀
詩
記
》
…
…
引
文
同
。
亦
有
引
朱
子
晚
年
定
說
者
、
如
《
衞
・
氓
》
詩
首
章
、《
詩

緝
》
云
、「
朱
子
曰
、『
士
君
子
立
身
一
敗
而
萬
事
瓦
解
者
、
何
以
異
此
』」
此
說
與
定
本
《
詩
集
傳
》
卷
三
同
、
而
未
見
呂
氏

《
讀
詩
記
》
引
之
。
欲
探
嚴
氏
引
朱
子
舊
說
、
則
必
先
考
其
引
文
別
其
新
舊）

（1
（

）
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こ
れ
は
朱
熹
の
詩
經
學
に
關
し
て
、
そ
の
早
期
と
晩
期
と
の
閒
に
見
ら
れ
る
認
識
の
違
い
を
考
察
し
た
論
文
の
注
釋
の
一
節
で
、
朱

熹
早
期
の
詩
經
の
學
說
を
收
集
す
る
に
當
た
っ
て
の
基
本
的
態
度
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
彭
氏
は
、『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹

の
詩
說
は
、『
呂
記
』
著
述
の
年
代
か
ら
も
朱
熹
本
人
の
發
言
か
ら
も
、
そ
れ
が
早
期
の
學
說
で
あ
る
こ
と
が
保
證
さ
れ
る
が
、『
詩

緝
』
の
ご
と
く
後
代
の
著
作
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
舊
說
も
含
ま
れ
て
い
る
が
晩
年
の
說
も
含
ま
れ
て
い
る
、
ひ
と
し
な
み

に
そ
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
分
析
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
し
た）

11
（

。
彭
氏
の
說
に
從
え
ば
、
束
氏
の
集
佚
し
た
『
詩
集

解
』
に
は
、
朱
熹
の
新
說
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

束
氏
は
、
學
者
が
尊
序
か
反
序
か
い
ず
れ
の
立
場
に
立
つ
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
に
用
い
ら
れ
た
資
料
の
特
定
が
で
き
る
と
考
え

た
が
、
彭
氏
は
學
的
立
場
か
ら
は
そ
の
參
考
に
し
た
資
料
が
必
ず
し
も
無
條
件
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
實
例
に
則
し
て
檢

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
嚴
粲
の
み
な
ら
ず
宋
代
詩
經
學
の
學
派
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な

意
義
を
持
つ
。
從
來
、
宋
代
詩
經
學
史
を
記
述
す
る
際
に
、
尊
序
派
か
反
序
派
か
と
い
う
基
準
で
各
著
述
を
分
類
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

尊
序
派
と
し
て
知
ら
れ
る
嚴
粲
が
反
序
派
の
學
說
も
忌
避
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
學
問
に
取
り
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

詩
經
研
究
の
本
質
的
な
性
格
を
考
察
す
る
上
で
果
た
し
て
こ
の
基
準
が
有
效
で
あ
る
か
否
か
、
再
檢
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

た
だ
し
、
彭
氏
の
意
見
に
も
問
題
點
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
呂
祖
謙
は
朱
熹
の
詩
說
の
う
ち
、
自
分
に
と
っ
て
有
用
な
も
の
を
選

擇
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
が
、
朱
熹
の
舊
說
す
べ
て
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

『
呂
記
』
に
引
用
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
れ
が
彼
の
新
說
だ
と
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彭
氏
が
例
に
し

た
『
詩
緝
』
衞
風
「
氓
」
首
章
の
注
に
引
用
さ
れ
た
、



（

朱
氏
曰
く
、
士
君
子
が
身
を
處
す
る
に
一
つ
で
も
閒
違
い
を
犯
し
た
な
ら
ば
す
べ
て
が
臺
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
こ
の

「
氓
」
の
主
人
公
と
何
の
違
い
も
な
い
（
朱
氏
曰
、
士
君
子
立
身
一
敗
而
萬
事
瓦
解
者
、
何
以
異
此
）

に
つ
い
て
言
え
ば
、
今
『
呂
記
』
中
に
殘
る
「
氓
」
の
舊
注
の
佚
文
、

朱
氏
曰
く
、「
蚩
蚩
」
と
は
無
知
な
樣
子
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
蚩
蚩
無
知
之
貌
）

朱
氏
曰
く
、
は
じ
め
に
「
氓
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
彼
が
初
め
て
や
っ
て
き
た
の
を
見
た
時
に
は
、
い
っ
た
い
何
者
な
の
か

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
と
驅
け
落
ち
の
相
談
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
「
爾
」「
汝
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
事
の
進

展
に
應
じ
た
表
現
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
初
言
氓
者
始
見
其
來
、
莫
知
其
爲
誰
何
也
。
既
與
之
謀
、
則
爾
汝
之
矣
。
此
言
之
次
第
）

と
内
容
的
に
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
實
、「
蚩
蚩
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
新
注
は
舊
注
の
そ
れ
を
踏
襲
し
、
首
章
の
呼
稱
に
つ

い
て
の
解
釋
も
や
は
り
舊
注
と
同
方
向
で
あ
る）

1（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
單
に
呂
祖
謙
が
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
ず
、
舊
注

に
な
か
っ
た
と
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

確
か
に
新
說
で
あ
る
と
斷
定
で
き
る
の
は
、『
呂
記
』
に
當
該
詩
說
が
引
用
さ
れ
ず
、
か
つ
そ
れ
と
は
兩
立
不
可
能
な
說
が
朱
熹
の

說
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
束
氏
の
言
う
「
尊
序
派
の
嚴
粲
が
引
用
す
る
の
は
舊
注
」
と
い
う
假
說
は
、
彭

氏
に
よ
っ
て
反
證
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
詩
緝
』
所
引
の
朱
熹
詩
說
を
、
舊
注
、
新
注
、
そ
の
い
ず
れ
と
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
概
括
的
な
認
識
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
經
說
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
て
比
較
考
證
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
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の
作
業
を
通
し
て
は
じ
め
て
、
朱
熹
『
詩
集
解
』
の
信
賴
性
の
高
い
集
佚
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

筆
者
は
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
嚴
粲
の
『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
詩
說
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
朱
熹
の
詩

經
研
究
の
い
つ
の
段
階
の
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
作
業
を
通
し

て
見
え
て
き
た
朱
熹
の
詩
經
學
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。
こ
れ
は
、
朱
熹
の
早
年
の
詩
經
學
を
考
え
る
材
料
を
確
定
す
る

作
業
の
一
環
で
あ
り
、
束
氏
の
『
詩
集
解
』
集
佚
の
成
果
を
承
け
、
そ
れ
を
い
っ
そ
う
有
用
な
資
料
に
せ
ん
と
の
試
み
で
あ
る
。
朱
熹

の
事
績
、『
詩
集
解
』『
集
傳
』
執
筆
過
程
に
つ
い
て
は
、
束
氏
の
業
績
、
特
に
『
年
譜
長
編
』
の
綿
密
な
考
證
に
基
づ
く
論
斷
と
そ
れ

を
支
え
る
豐
富
な
資
料
に
、
多
く
の
學
恩
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
特
記
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
通
例
に
從
っ
て
、『
詩
集
傳
』
以
前
の
朱
熹
の
詩
經
注
釋
を
『
詩
集
解
』
の
書
名
の
も
と
に
一
括
し
て
扱
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
歷
史
的
實
態
を
嚴
密
に
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
別
に
考
證
を
必
要
と
す
る
。
本
稿
第
（
節
に
改
め
て
觸
れ
る

が
、『
詩
集
傳
』
以
前
の
朱
熹
の
詩
說
は
數
度
の
改
訂
を
經
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
佚
文
の
來
源
を
一
元
的
に
確
定
で
き
る
か
ど
う

か
は
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
呂
祖
謙
が
見
た
テ
キ
ス
ト
と
嚴
粲
が
見
た
そ
れ
と
が
同
一
だ
っ
た
か
も
嚴
密
に
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
本
稿
で
稱
す
る
『
詩
集
解
』
は
假
想
的
な
性
格
を
含
む
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
バ
ー
チ
ャ
ル

な
性
格
を
持
つ
こ
と
を
認
め
た
上
で
『
詩
集
解
』
を
『
集
傳
』
と
對
峙
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
。
自
身
の
學
的
發
展
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
小
序
に
對
す
る
態
度
の
變
化
を
朱
熹
自
ら
が
重
視
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
點
に
着
目
し
て
彼
の
詩
經
學
を
新
舊

兩
說
に
二
分
割
し
て
考
え
る
こ
と
は
研
究
の
手
順
と
し
て
も
妥
當
で
あ
り
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
說
の
細
部
の

差
異
や
變
遷
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、『
詩
集
傳
』
以
前
の
詩
說
を
、
い
ま
だ
尊
序
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
時
期
の
も
の
と
い
う
觀
點

か
ら
『
詩
集
解
』
の
書
名
の
も
と
に
集
約
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
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（　

比
較
の
方
法
と
判
別
の
基
準

ま
ず
、
調
査
の
方
法
を
說
明
す
る
。
作
業
假
說
と
し
て
、『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
詩
說
に
は
、『
詩
集
解
』
に
集
約
さ
れ
る

朱
熹
早
年
の
學
說
（
以
下
、「
舊
說
」
と
稱
す
）
と
、『
詩
集
傳
』
に
結
實
す
る
後
期
の
學
說
（
以
下
、「
新
說
」
と
稱
す
）
の
二
段
階

が
混
在
し
て
い
る
と
想
定
す
る
。
個
別
の
詩
說
の
出
所
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、

ａ　
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用

ｂ　
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用

ｃ　
『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
か
ら
の
引
用

ｄ　

引
用
元
不
明

の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
こ
れ
を
判
別
す
る
た
め
に
、『
詩
緝）

11
（

』
に
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
詩
說
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
『
呂
記
』『
集
傳
』
に
見
ら
れ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
、
以
下
の
諸
類
型
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

①　
『
呂
記
』『
集
傳
』、
兩
書
に
對
應
す
る
文
章
あ
り

　
　

…
…
朱
熹
の
經
說
に
前
期
後
期
に
お
い
て
變
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
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②　
『
呂
記
』
に
引
用
あ
り
、『
集
傳
』
に
な
し

　
　

…
…
嚴
粲
が
朱
熹
の
舊
說
に
據
っ
た
こ
と
を
表
す
。
た
だ
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

ア　
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
で
あ
る
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
も
の

イ　
『
呂
記
』
に
同
じ
趣
旨
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
が
、
兩
者
に
文
字
な
ど
明
白
な
異
同
が
あ
り
、『
呂
記
』
か
ら
引
用
し
た
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の

…
…
嚴
粲
が
『
呂
記
』
と
は
別
の
ソ
ー
ス
に
よ
り
朱
熹
の
舊
說
を
見
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、『
詩
集

解
』
そ
の
も
の
を
見
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ウ　

ア
・
イ
ど
ち
ら
と
も
判
斷
が
つ
か
な
い
も
の

③　
『
呂
記
』
に
引
用
な
し
、『
集
傳
』
に
あ
り

…
…
②
と
反
對
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
一
見
す
る
と
、
嚴
粲
が
朱
熹
の
新
說
、
す
な
わ
ち
『
集
傳
』
に
據
っ
た
こ
と
を
示
す

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
單
純
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
前
節
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ア　
『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
「
朱
氏
曰
」
の
引
用
が
な
い
。
あ
る
い
は
引
用
は
あ
る
が
、
問
題
の
詩
說
に
對
立
し
な
い

…
…
問
題
の
詩
說
は
、
單
に
呂
祖
謙
が
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、『
詩
集
解
』
に
な
か
っ
た
と
斷

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
判
斷
保
留
と
す
べ
き
で
あ
る
。

イ　
『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
、『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
說
と
兩
立
不
可
能
な
異
說
が
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

…
…
『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
詩
說
と
『
集
傳
』
と
の
閒
に
認
識
の
變
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嚴
粲
は

『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
判
斷
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

④　
『
呂
記
』『
集
傳
』、
兩
者
と
も
對
應
す
る
文
章
な
し
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…
…
嚴
粲
が
『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
に
據
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
詩
集
解
』
の
佚
文
で
あ
る
。

⑤　
『
詩
緝
』
所
引
朱
熹
詩
說
が
、『
呂
記
』『
集
傳
』
い
ず
れ
と
も
明
ら
か
に
異
說
で
あ
る

　
　

…
…
嚴
粲
が
ど
の
よ
う
な
ソ
ー
ス
に
據
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

な
お
、『
詩
緝
』
の
中
に
は
別
の
詩
に
對
す
る
朱
熹
の
詩
說
を
、「
朱
氏
○
○
解
曰
」
と
い
う
形
で
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る）

11
（

。
例
え
ば
、

大
雅
「
皇
矣
」
の
「
誕
先
登
于
岸
」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
に
、

朱
氏
「
生
民
」
解
に
曰
く
、「
誕
」
は
發
語
の
辭
で
あ
る
（
朱
氏
生
民
解
曰
、
誕
發
語
辭
）

と
言
う
。
嚴
粲
が
引
く
訓
詁
は
、「
生
民
」
第
二
章
の
「
誕
彌
厥
月
」
の
『
集
傳
』
に
同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
對
し

て
、
當
該
箇
所
の
『
呂
記
』
に
は
、

朱
氏
曰
く
、
此
の
詩
に
は
「
誕
」
の
字
が
多
く
見
え
る
。
い
ず
れ
も
「
大
」
な
り
と
い
う
字
義
で
あ
る
。
後
に
「
大
」
と
い
う

意
味
で
は
い
さ
さ
か
通
じ
な
い
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
單
な
る
發
語
の
辭
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
朱
氏
曰
、
此
篇
多
誕
字
。
皆
訓

爲
大
。
後
有
不
甚
通
者
、
疑
但
發
語
辭
耳
）

と
あ
る
。
確
か
に
『
呂
記
』
の
引
用
に
も
「
誕
」
が
「
發
語
の
辭
」
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
確
論
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
詩
緝
』
の
引
用
は
舊
注
で
は
な
く
新
注
に
據
っ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
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で
き
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
朱
氏
○
○
解
曰
」
が
常
に
新
注
を
指
し
て
い
る
と
斷
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
周
南

「
芣
苢
」
の
「
采
采
芣
苢
」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
に
、

朱
氏
「
卷
耳
」
解
に
曰
く
、「
采
采
」
と
は
一
回
だ
け
摘
み
取
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
氏
卷
耳
解
曰
、
采
采

非
一
采
也
）

と
言
う
。
嚴
粲
が
示
す
、
朱
熹
の
「
卷
耳
」
の
「
采
采
」
の
訓
詁
は
、『
呂
記
』
に
は
見
え
ず
、『
集
傳
』
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
が
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
な
の
か
、
あ
る
い
は
『
詩
集
解
』
に
『
集
傳
』
と
同
文
が
存
在
し
て
い
た
の
か
は
判
斷

で
き
な
い
た
め
、
出
典
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
も
や
は
り
出
所
を
機
械
的
に
は
決
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
個
別
に
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（　

三
書
の
關
係
の
實
例

比
較
調
査
の
結
果
は
、
本
稿
の
末
尾
に
附
し
た
「『
詩
緝
』
所
引
朱
熹
詩
說
一
覽
」
に
示
し
た
。
筆
者
の
計
算
に
據
れ
ば
、『
詩
緝
』

所
引
の
朱
熹
詩
說
は
、
五
八
九
カ
所
で
あ
る）

11
（

。
そ
れ
ら
を
『
呂
記
』『
集
傳
』
と
の
比
較
に
基
づ
い
て
パ
タ
ー
ン
化
し
た
の
が
表
1
で

あ
る
。
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表
1
　
詩
緝
所
引
朱
熹
詩
說
（
五
八
九
例
）
と
呂
記
所
引
朱
說
、
詩
集
傳
と
の
關
係
の
パ
タ
ー
ン

呂
記
・
詩
集
傳
と
の
關
係

數

朱
熹
の
詩
經
解
釋
の
變
化
の
有
無

嚴
粲
引
用
の
出
處

①　

呂
記
あ
り
・
集
傳
あ
り

（（1

解
釋
に
變
化
な
し

い
ず
れ
を
見
て
い
た
の
か
不
明

②　

呂
記
あ
り
・
集
傳
な
し

（（

解
釋
に
變
化
あ
り

　

ア　

呂
記
か
ら
の
引
用
の
痕
跡
あ
り

呂
記
に
據
っ
た

　

イ　

呂
記
引
用
と
明
確
な
異
同
あ
り

詩
集
解
原
本
に
據
っ
た

③　

呂
記
な
し
・
集
傳
あ
り

　

ア　

呂
記
に
引
用
な
し

1（（

わ
か
ら
な
い

單
に
呂
記
が
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
の
可
能
性
あ
り

　

イ　

呂
記
所
引
朱
說
と
明
確
に
異
說

1（

解
釋
に
變
化
あ
り

集
傳
に
據
っ
た

④　

呂
記
な
し
・
集
傳
な
し

（（

詩
集
解
原
本
に
據
っ
た
＝
詩
集
解
佚
文

⑤　

呂
記
・
集
傳
い
ず
れ
と
も
異
說

1

待
考

舊
說
新
說
の
違
い
で
言
え
ば
、
②
―
ア
・
②
―
イ
・
④
は
嚴
粲
が
舊
說
に
據
っ
た
こ
と
を
示
す
の
に
對
し
て
、
③
―
イ
は
新
說
に
據

っ
た

―
尊
序
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
反
序
の
姿
勢
で
書
か
れ
た
『
集
傳
』
を
も
參
考
資
料
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
實
例
に
基
づ
き
な
が
ら
檢
討
し
た
い
。
た
だ
し
、
①
は
附
表
に
つ
い
て
實
例
を
見
れ
ば
よ
く
、
特
に

檢
討
の
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
省
略
す
る
。
ま
た
、
③
―
ア
も
、
す
で
に
第
1
節
の
邶
風
「
氓
」
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
る

の
で
、
や
は
り
省
略
す
る
。
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②
―
ア
　『
呂
記
』
に
引
用
あ
り
、『
集
傳
』
に
な
し
（
呂
記
か
ら
の
引
用
の
痕
跡
あ
り
）

小
雅
「
節
南
山
」

本
詩
首
章
の
「
國　

既
に
卒つ

ひ

に
斬た

ゆ
、
何
を
用
っ
て
監

か
ん
が
み

ざ
る
（
國
既
卒
斬
、
何
用
不
監
）」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
次
の
よ
う
な

訓
詁
を
付
け
る
。

朱
氏
曰
く
、「
卒
」
は
「
終
」
の
意
で
あ
る
○
蘇
氏
曰
く
、「
斬
」
は
「
絶
」
の
意
で
あ
る
（
朱
氏
曰
卒
終
也
○
蘇
氏
曰
斬
絶
也
）

『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
は
、「
朱
氏
曰
卒
終
也
○
蘇
氏
曰
斬
絶
也
」
と
あ
り
、『
詩
緝
』
と
同
樣
、
朱
熹
の
注
と
と
も
に
蘇
轍
『
詩

集
傳
』
の
注
を
も
引
用
し
、
そ
の
配
列
ま
で
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、『
集
傳
』
を
見
る
と
、「
卒
終
也
斬
絶
」
と
あ
り
、「
斬
」
の
訓
詁

に
對
し
て
「
蘇
氏
曰
」
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
詩
緝
』
本
注
の
朱
說
は
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る）

11
（

。

大
雅
「
思
齊
」

よ
り
端
的
な
例
で
あ
る
。
本
詩
首
章
の
「
大
姒　

徽
音
を
嗣つ

ぎ
、
則
ち
百
斯
の
男
あ
り
（
大
姒
嗣
徽
音
、
則
百
斯
男
）」
に
つ
い
て

『
詩
緝
』
は
、
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朱
氏
曰
く
、「
百
男
」
と
は
概
數
を
あ
げ
て
そ
の
多
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
傳
』
に
、「
管
・
蔡
・
郕
・

霍
・
魯
・
衞
・
毛
・
聃
・
畢
・
原
・
豐
・
郇
は
、
文
王
の
子
息
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
に
〔
文
王
の
長
男
の
〕
伯
邑
考
と
〔
次

男
の
〕
武
王）

11
（

を
合
わ
せ
る
と
十
八
人
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
た
だ
諸
々
の
書
や
そ
の
注
に
見
え
る
も
の
の
數
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
か
ら
す
れ
ば
や
は
り
文
王
の
子
供
の
數
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
朱
氏
曰
、
百
男
舉
成
數
而
言
其
多
也
。
春
秋
傳
曰
、
管
蔡

郕
霍
魯
衞
毛
聃
畢
原
豐
郇
文
之
昭
也
。
并
伯
邑
考
武
王
爲
十
八
人
。
然
此
特
其
見
於
書
傳
者
耳
。
亦
可
以
見
其
多
也
）

と
言
う
。『
呂
記
』
に
も
同
文
が
引
か
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
こ
で
「
春
秋
傳
に
曰
く
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
は
、『
左
傳
』
僖
公
二
十
四

年
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

む
か
し
周
公
は
、
夏
と
殷
の
二
王
朝
が
そ
の
親
族
に
冷
た
か
っ
た
こ
と
を
傷
み
、
そ
こ
で
親
戚
を
封
建
し
て
周
の
藩
塀
と
し
た
。

管
・
蔡
・
郕
・
霍
・
魯
・
衞
・
毛
・
聃
・
郜
・
雍
・
曹
・
滕
・
畢
・
原
・
酆
・
郇
は
、
文
王
の
子
息
で
あ
る）

11
（

（
昔
周
公
弔
二
叔
之

不
咸
、
故
封
建
親
戚
以
蕃
屏
周
。
管
蔡
郕
霍
魯
衞
毛
聃
郜
雍
曹
滕
畢
原
酆
郇
、
文
之
昭
也
）

『
呂
記
』『
詩
緝
』
の
引
用
で
は
、「
郜
雍
曹
滕
」
の
四
字
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
氏
は
、『
左
傳
』
に
列
擧
さ
れ
た
國
々
、
す

な
わ
ち
そ
の
初
代
で
あ
る
文
王
の
子
た
ち
に
伯
邑
考
と
武
王
の
二
人
を
加
え
て
「
十
八
人
」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
郜
雍
曹
滕
」
が
な

い
と
十
八
人
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
引
用
の
際
の
誤
脱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
論
理
的
に
は
、
朱
熹
の
原
稿
そ
の
も
の
が
誤
っ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
本
注
執
筆
時
に
朱
熹
が
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

可
能
性
も
想
定
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
朱
熹
が
論
じ
て
い
る
の
は
人
數
の
問
題
で
あ
り
、
十
六
名
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
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『
春
秋
左
傳
』
の
記
事
の
引
用
は
、
伯
邑
考
と
武
王
の
二
人
を
加
え
て
「
十
八
人
」
に
な
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
た
め
の
要
に
な

る
證
據
で
あ
る
の
で
、
誤
脱
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
呂
祖
謙
が
誤
寫
し
た
と
解
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
嚴

粲
は
『
呂
記
』
の
引
用
を
そ
の
ま
ま
引
き
寫
し
た
た
め
に
誤
脱
も
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
、
つ
ま
り
こ
の
部
分
は
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引

用
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る）

11
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
嚴
粲
は
確
か
に
朱
熹
の
舊
說
を
『
呂
記
』
か
ら
孫
引
き
の
形
で
引
用
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

②
―
イ
　『
呂
記
』
に
引
用
あ
り
、『
集
傳
』
に
な
し
（『
呂
記
』
引
用
と
明
確
な
異
同
あ
り
）

嚴
粲
が
、
朱
熹
の
詩
說
を
『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
も
數
多
い
。
こ
れ
は
表
1
―
④
の
『
詩
集

解
』
の
佚
文
と
み
ら
れ
る
も
の
が
六
四
例
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
『
詩
緝
』
に
『
呂
記
』
と
同
じ
趣
旨
の
文

章
が
引
用
さ
れ
る
も
の
の
、
兩
書
の
引
用
に
明
白
な
異
同
が
あ
り
、『
呂
記
』
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
。
興
味
深
い
例
を
擧
げ
よ
う
。

豳
風
「
鴟
鴞
」

「
鴟
鴞
」
の
小
序
は
、
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「
鴟
鴞
」
は
、
周
公
が
亂
を
救
お
う
と
し
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
成
王
は
い
ま
だ
に
周
公
の
志
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

そ
こ
で
周
公
は
本
詩
を
作
っ
て
王
に
送
り
、
名
付
け
て
「
鴟
鴞
」
と
言
っ
た
（
鴟
鴞
、
周
公
救
亂
也
。
成
王
未
知
周
公
之
志
。
乃

爲
詩
以
遺
王
。
名
之
曰
鴟
鴞
焉
）

と
言
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
所
引
朱
氏
說
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、
管
叔
蔡
叔
が
周
公
の
惡
評
を
流
し
、
成
王
に
周
公
に
對
す
る
疑
い
の
念
を
抱
か
せ
た
。
彼
ら
は
武
庚
と
淮
夷
の
力

を
借
り
て
謀
反
を
起
こ
し
た
。
お
そ
ら
く
周
公
討
伐
を
名
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
周
公
は
彼
ら
を
滅
ぼ
し
た
も
の
の
、
成
王
の

疑
い
が
い
ま
だ
解
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
亂
は
い
ま
だ
に
終
息
し
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
周
公
は
こ
の
「
鴟
鴞
」
の

詩
を
作
っ
て
、
王
に
送
り
、
王
業
が
苦
難
の
末
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
破
壞
す
る
に
忍
び
な
い
こ
と
を
彼
に
告
げ

た
。
だ
か
ら
「
亂
を
救
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
管
蔡
流
言
、
使
成
王
疑
周
公
矣
。
其
挾
武
庚
及
淮
夷
以
叛
。

蓋
以
周
公
爲
辭
也
。
周
公
雖
已
滅
之
、
然
成
王
之
疑
未
釋
則
亂
未
泯
也
。
故
周
公
作
此
鴟
鴞
之
詩
以
遺
王
、
告
之
以
王
業
艱
難
、

不
忍
毀
壞
之
意
。
所
以
爲
救
亂
也
）

『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
を
見
る
と
や
は
り
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
、
右
と
同
内
容
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
「
矣
其
挾
武

庚
及
淮
夷
以
叛
蓋
以
周
公
爲
辭
也
」
の
十
七
文
字
が
な
い）

11
（

。
朱
熹
の
注
は
、「
鴟
鴞
」
は
管
蔡
の
亂
平
定
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

の
に
、
序
が
「
鴟
鴞
は
、
亂
を
救
ふ
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
管
叔
・
蔡
叔
は
滅
ぼ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
彼
ら
の
流
言
に
よ
っ
て
成
王
の
心
に
蟠
っ
た
周
公
に
對
す
る
疑
惑
は
い
ま
だ
消
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
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亂
は
い
ま
だ
治
ま
っ
た
と
は
言
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
、
だ
か
ら
周
公
は
本
詩
に
よ
っ
て
自
分
の
眞
意
を
成
王
に
訴
え
、
信
賴
を
取
り

戻
そ
う
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
本
詩
は
「
亂
を
救
は
ん
と
し
」
て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
朱
熹
は
言
う
の
で
あ
る
。『
呂

記
』
の
引
用
で
は
管
叔
・
蔡
叔
が
殷
王
朝
の
末
裔
武
庚
を
擁
し
て
叛
亂
を
起
こ
し
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
周
公
が
流
言

を
な
し
た
こ
と
を
理
由
に
管
叔
・
蔡
叔
を
滅
ぼ
し
た
、
過
剩
な
反
應
に
よ
っ
て
兄
弟
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と
誤
解
を
與
え
か
ね
な
い
。

そ
の
意
味
か
ら
『
詩
緝
』
の
引
用
の
方
が
正
確
で
あ
り
、
か
つ
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
嚴
粲
は
よ
り
『
詩

集
解
』
の
原
文
に
忠
實
な
引
用
を
し
て
お
り
、『
詩
集
解
』
原
本
を
見
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
―
イ
　『
呂
記
』
に
引
用
な
し
、『
集
傳
』
に
あ
り
（『
呂
記
』
所
引
朱
說
と
明
確
に
異
說
）

こ
れ
は
、『
呂
記
』
に
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
引
用
が
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
が
『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
は
明
ら
か
に
兩
立

不
可
能
な
異
說
で
あ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。

大
雅
「
板
」

本
詩
首
章
、

上
帝
板
板　
　

上
帝　

板
板
と
し
て

下
民
卒
癉　
　

下
民　

卒
こ
と
ご
と

く
癉や

む
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出
話
不
然　
　

話
を
出
す
も　

然
ら
ず
（
然
ら
ず
と
な
す
）

爲
猶
不
遠　
　

猶
は
か
り
ご
と

を
爲
す
も　

遠
か
ら
ず

の
「
出
話
不
然
」
に
對
し
て
『
詩
緝
』
は
、「
朱
氏
曰
く
、『
不
然
』
と
は
理
に
合
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
不
然
不
合

理
也
）」
と
言
う
。
こ
れ
は
、『
集
傳
』
の
以
下
の
注
と
同
說
で
あ
る
。

し
か
る
に
お
ま
え
の
發
言
は
す
べ
て
理
に
合
わ
ず
、
計
畫
を
立
て
る
に
お
い
て
も
ま
た
遠
き
慮
り
を
し
て
い
な
い
（
而
女
之
出

言
、
皆
不
合
理
、
爲
謀
又
不
久
遠
）

一
方
、『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
は
朱
氏
の
說
が
引
か
れ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、
…
…
私
が
話
を
出
し
て
申
し
上
げ
て
も
、
厲
王
は
納
得
し
よ
う
と
し
な
い
（
朱
氏
曰
、
…
…
吾
出
話
以
誥
之
、
厲

王
不
以
爲
然
）

「
出
話
」
の
主
體
を
、
舊
注
で
は
詩
の
語
り
手
（
序
に
據
れ
ば
凡
伯
）
と
と
る
の
に
對
し
、
新
說
で
は
凡
伯
の
同
僚
で
厲
王
の
側
近

た
ち
と
と
る
。「
不
然
」
を
舊
說
で
は
厲
王
が
凡
伯
の
建
言
に
納
得
し
な
い
と
と
る
の
に
對
し
、
新
說
で
は
、
凡
伯
が
同
僚
の
發
言
を

不
合
理
だ
と
批
判
し
た
と
と
る
。
兩
說
は
異
な
る
解
釋
で
あ
り
、
兩
立
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
兩
說
の
閒
に
は
朱
熹
の
學
說
の

變
化
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
『
詩
集
傳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
る
。
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小
雅
「
瞻
彼
洛
矣
」

本
詩
の
「
君
子　

至
り
て
止
ま
る
（
君
子
至
止
）」
の
句
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
は
、「
朱
氏
曰
く
、『
君
子
』
と
は
天
子
を
指
す
（
朱

氏
曰
、
君
子
指
天
子
也
）」
と
言
う
。『
集
傳
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

こ
れ
は
、
天
子
が
東
都
洛
陽
に
て
諸
侯
に
ま
み
え
武
事
を
講
じ
た
の
に
對
し
て
、
諸
侯
が
天
子
を
贊
美
し
た
詩
で
あ
る
。
天
子

が
こ
の
洛
水
の
ほ
と
り
に
行
幸
し
、
戰
の
服
裝
を
着
し
て
六
軍
を
興
し
た
と
言
う
（
此
天
子
會
諸
侯
於
東
都
、
以
講
武
事
、
而
諸

侯
美
天
子
之
詩
。
言
天
子
至
此
洛
水
之
上
、
御
戎
服
而
起
六
師
也
）

「
天
子　

此
の
洛
水
の
上
に
至
り
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詩
に
言
う
「
君
子
」
が
「
天
子
」
を
指
す
と
と
っ
て
い
て
、『
詩

緝
』
所
引
朱
氏
說
と
同
じ
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、『
呂
記
』
に
引
く
朱
氏
說
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

朱
氏
曰
く
、
諸
侯
は
こ
の
洛
水
の
ほ
と
り
に
や
っ
て
き
て
、
厚
い
寵
愛
と
賜
り
物
と
を
受
け
、
さ
ら
に
天
子
の
六
軍
を
率
い
て

罪
あ
る
輩
を
討
伐
す
る
（
朱
氏
曰
、
言
諸
侯
至
此
洛
水
之
上
、
受
寵
錫
之
厚
、
而
又
帥
天
子
之
六
師
以
討
有
罪
也
）

こ
れ
に
據
れ
ば
洛
水
の
ほ
と
り
に
「
至
る
」
の
は
天
子
で
は
な
く
諸
侯
で
あ
る
の
で
、『
詩
緝
』
所
引
朱
氏
說
と
は
明
ら
か
に
異
說

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
詩
緝
』
が
引
用
し
て
い
る
の
は
『
集
傳
』
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
。
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鄘
風
「
干
旄
」

舊
注
と
新
注
と
の
閒
に
、
詩
篇
の
文
學
的
な
捉
え
方
に
關
す
る
朱
熹
の
態
度
の
變
化
が
見
出
さ
れ
、
ま
た
新
注
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
、

嚴
粲
の
詩
經
解
釋
の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る
。
本
詩
首
章
の
「
彼
の
姝
た
る
者
は
子
、
何
を
以
っ
て
か
之
に
畀あ

た

へ
ん

（
彼
姝
者
子
、
何
以
畀
之
）」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
、「『
子
』
と
は
〔
詩
人
が
〕
見
た
賢
者
の
こ
と
を
指
す
（
子
指
所
見
之
賢
者
）」

と
言
う
が
、
こ
れ
は
『
集
傳
』
に
、

「
子
」
と
は
、
見
た
人
の
こ
と
を
指
す
（
子
指
所
見
之
人
也
）

と
い
う
の
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、『
呂
記
』
に
は
、

朱
氏
曰
く
、
こ
れ
は
賢
者
の
言
葉
を
假
に
設
定
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
衞
國
の
卿
大
夫
は
こ
の
旄
牛
の
尾
を
先
に
付
け
た

旗
を
立
て
、
何
か
私
に
相
談
し
た
い
よ
う
な
樣
子
で
あ
る
。
わ
た
し
は
い
っ
た
い
彼
に
何
を
與
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
か
、
と
言
う
の

で
あ
る
。
彼
の
意
に
沿
う
も
の
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。「
彼
の
姝
た
る
者
は
子
」
と
は
、
そ
の
德
の
麗
し

さ
を
言
う
。
衞
國
の
臣
下
を
指
す
（
朱
氏
曰
、
此
設
爲
賢
者
之
言
。
言
衞
之
卿
大
夫
建
此
干
旄
、
欲
有
所
咨
問
於
我
、
我
將
何
以

畀
之
乎
。
言
不
知
所
以
副
其
意
者
、
彼
姝
者
子
、
言
其
德
之
美
、
指
衞
之
臣
子
）

と
あ
る
。「
子
」
を
、
舊
注
で
は
作
者
が
頭
の
中
で
思
い
描
い
た
人
物
を
指
す
と
解
釋
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
新
注
と
『
詩
緝
』
で
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は
詩
人
が
實
見
し
た
人
物
を
指
す
と
し
て
い
る
の
で
、
嚴
粲
が
引
用
し
た
の
は
新
注
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
、

詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
の
が
詩
人
が
實
見
し
た
も
の
な
の
か
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
な
の
か
、
つ
ま
り
詩
人
が
い
か
に
し
て
詩
中
の

世
界
を
構
築
し
た
か
に
つ
い
て
の
認
識
に
關
す
る
說
の
分
岐
が
見
ら
れ
る
。
朱
熹
側
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
問
題
に
關
す
る
學
說
の
變
化

が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
嚴
粲
側
か
ら
言
え
ば
、
二
つ
の
解
釋
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
中
で
實
見
性
を
主
張
す
る
說

を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詩
篇
の
文
學
的
性
格
に
つ
い
て
の
二
人
の
認
識
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
素
材
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

④
　『
呂
記
』『
集
傳
』、
兩
者
と
も
對
應
す
る
文
章
な
し

こ
れ
は
『
詩
集
解
』
の
佚
文
で
あ
り
、
當
然
な
が
ら
本
作
業
の
關
心
の
中
心
と
な
る
。
代
表
的
な
例
を
擧
げ
つ
つ
、
抽
出
さ
れ
た
佚

文
が
朱
熹
の
詩
經
學
の
變
化
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
り
得
る
こ
と
を
說
明
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
朱
熹
の
詩
經
學
の

發
展
變
化
を
本
格
的
に
考
察
す
る
に
は
、『
呂
記
』『
詩
緝
』
お
よ
び
段
昌
武
『
毛
詩
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
『
詩
集
解
』
の
佚
文
を
集

成
し
た
上
で
そ
の
全
體
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
解
說
は
あ
く
ま
で
部
分
的
な
考
察
で
あ
り
經

過
報
告
的
な
も
の
に
止
ま
る
が
、『
詩
緝
』
か
ら
抽
出
さ
れ
た
『
詩
集
解
』
佚
文
の
價
値
を
衡
量
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
說
明
し
た

い
。
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周
頌
「
烈
文
」

本
詩
「
爾
の
邦
を
封
靡
す
る
こ
と
無
か
れ）

1（
（

（
無
封
靡
于
爾
邦
）」
の
句
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、「
封
」
と
は
利
益
を
得
る
の
に
專
念
し
て
み
ず
か
ら
を
富
強
に
導
こ
う
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
靡
」
と
は

奢
侈
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
封
專
利
以
自
封
殖
、
靡
侈
也
）

こ
の
說
は
、
王
安
石
『
詩
經
新
義
』
の
「
利
益
を
得
る
の
に
專
念
し
て
は
い
け
な
い
、
奢
侈
贅
澤
を
し
て
國
の
財
力
を
損
な
っ
て
は

い
け
な
い
（
無
封
以
專
利
、
無
靡
以
傷
財
）」
に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
『
詩
緝
』
の
引
用
か
ら
わ
か
る）

11
（

。
こ
の

朱
熹
の
說
は
『
呂
記
』
に
は
引
用
が
な
い
。
一
方
、『
集
傳
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
封
靡
」
の
意
味
は
未
詳
で
あ
る
。
あ
る
說
に
は
、「『
封
』
と
は
利
益
を
得
る
の
に
專
念
し
て
み
ず
か
ら
を
富
強
に
導
こ
う
と

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
解
釋
す
る
。「
靡
」
は
奢
侈
贅
澤
の
意
で
あ
る
（
封
靡
之
義
未
詳
。
或
曰
封
專
利
以
自
封
殖
也
。

靡
汰
侈
也
）

こ
こ
で
は
朱
熹
は
こ
の
句
を
意
味
未
詳
と
す
る
。『
詩
緝
』
引
用
と
同
じ
說
が
見
え
る
が
あ
く
ま
で
或
說
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
舊
說
を
或
說
に
格
下
げ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
は
王
安
石
の
訓
詁
に
基
づ
い
て
說
を
立
て
た

も
の
の
、
最
終
的
に
は
根
據
不
足
と
し
て
確
論
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
朱
熹
の
詩
經
解
釋
が
愼
重
な
檢
討
を
積
み
上
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げ
て
行
わ
れ
て
い
る
樣
子
が
窺
わ
れ
る
。

王
風
「
君
子
陽
陽
」

本
詩
小
序
、

「
君
字
陽
陽
」
は
、
周
を
閔あ

は
れ

む
詩
で
あ
る
。
君
子
は
亂
世
に
遭
遇
し
、
祿
の
た
め
に
出
仕
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
身
を
全
う
し

被
害
か
ら
身
を
遠
ざ
け
よ
う
と
、
仲
閒
と
相
呼
ば
わ
る
の
で
あ
る
（
君
字
陽
陽
、
閔
周
也
。
君
子
遭
亂
、
相
招
爲
祿
仕
全
身
遠
害

而
已
）

に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、
君
子
は
衰
え
た
世
に
身
を
置
き
、
道
德
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
知
り
、
貧
窮
の
た
め
に
出
仕
は
す
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
も
ま
た
た
だ
死
を
免
れ
ん
が
た
め
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
尊
い
位
に
就
く
の
を
辭
退
し
卑
し
い
位
に
身
を
置
き
、
富
み

榮
え
る
こ
と
を
斷
り
貧
し
い
生
活
に
甘
ん
じ
る
の
は
、
富
貴
を
憎
ん
で
い
る
か
ら
そ
こ
に
身
を
置
き
た
く
な
い
が
た
め
で
は
決
し

て
な
い
。
官
位
が
高
く
俸
祿
も
多
い
こ
と
は
貴
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
憂
い
は
い
っ
そ
う
深
く
な
り
、
私
の
堪
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
お
互
い
に
相
招
い
て
出
仕
し
て
、
伶
官
の
よ
う
な
卑
し
い
仕
事
に
使
わ
れ
て

も
、
陽
陽
と
し
て
自
得
し
、
ほ
ん
と
う
に
樂
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
身
を
全
う
し
被
害
か
ら
遠
ざ
か
る
そ
の
經
略
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と
い
う
の
は
非
常
に
思
慮
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
聖
賢
が
出
處
進
退
を
行
う
そ
の
正
し
さ
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し

な
が
ら
自
ら
の
力
を
推
し
量
ら
ず
榮
耀
榮
華
に
目
が
く
ら
ん
で
身
を
破
滅
さ
せ
る
も
の
に
比
べ
れ
ば
、
な
ん
と
賢
い
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
も
と
よ
り
こ
れ
こ
そ
が
聖
賢
が
評
價
し
た
點
な
の
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
君
子
當
衰
世
、
知
道
之
不
行
、
爲
貧
而
仕
、
亦
免

死
而
已
。
所
以
辭
尊
居
卑
、
辭
富
居
貧
、
豈
惡
富
貴
而
不
居
哉
。
誠
以
官
尊
而
祿
厚
則
貴
重
而
憂
深
、
非
吾
力
之
所
能
堪
也
。
是

以
相
招
爲
祿
仕
、
雖
役
於
伶
官
之
賤
、
而
陽
陽
自
得
、
若
誠
有
樂
乎
。
此
者
其
所
以
全
身
遠
害
之
計
深
矣
。
雖
非
聖
賢
出
處
之
正
、

然
比
於
不
自
量
其
力
之
不
足
而
昧
於
榮
利
以
沒
身
者
、
豈
不
賢
哉
。
此
固
聖
賢
之
所
與
也
）

こ
れ
は
『
呂
記
』
に
は
見
え
な
い
。
一
方
、『
集
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

本
詩
も
ま
た
前
篇
「
君
子
于
役
」
の
作
者
で
あ
る
婦
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
け
だ
し
、
彼
女
の
夫
が

す
で
に
歸
還
し
、
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
旅
仕
事
を
苦
勞
と
は
思
わ
ず
、
貧
賤
に
安
ん
じ
て
樂
し
く
暮
ら
し
、
そ
の
妻
は
夫
の
氣
持

ち
を
理
解
し
彼
を
深
く
稱
贊
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
王
の
恩
澤
の
た
ま
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
詩
序
の
說
も
ま
た

通
じ
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
說
明
が
必
要
で
あ
る
（
此
詩
疑
亦
前
篇
婦
人
所
作
、
蓋
其
夫
既
歸
、
不
以
行
役
爲
勞
、
而
安
於
貧
賤

以
自
樂
、
其
家
人
又
識
其
意
而
深
歎
美
之
、
豈
非
先
王
之
澤
哉
。
或
曰
、
序
說
亦
通
、
宜
更
詳
之
）

『
集
傳
』
の
說
は
、『
詩
緝
』
所
引
の
舊
說
と
解
釋
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
序
の
說
も
亦
た
通
ず
、
宜
し
く
更
に
之

を
詳
し
く
す
べ
し
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詩
序
の
說
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。『
詩
緝
』
所

引
の
舊
說
が
小
序
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
『
詩
集
傳
』
の
「
宜
し
く
更
に
之
を
詳
し
く
す
べ
し
」
と
い
う
認
識
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を
實
行
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
朱
熹
は
小
序
の
意
圖
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
か
つ
て
の
研
究
姿
勢

の
少
な
く
と
も
一
部
に
對
し
て
は
、『
集
傳
』
執
筆
當
時
に
な
っ
て
も
な
お
自
分
自
身
で
評
價
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
朱
熹
の
學
問
的
な
軌
跡
と
自
己
評
價
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る
。

魏
風
「
園
有
桃
」

本
詩
首
章
、「
園
に
桃
有
り
、
其
の
實
を
之
れ
殽

さ
か
な

と
す
（
園
有
桃
、
其
實
之
殽
）」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、
あ
る
說
に
は
こ
の
句
は
比
で
あ
り
、「
園
に
桃
が
あ
れ
ば
そ
の
實
を
食
ら
う
。
國
に
民
が
い
れ
ば
そ
の
力
を
使

う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
あ
る
說
に
は
、
こ
の
句
は
賦
で
あ
る
と
言
う
。
詩
に
は
も
と
よ
り
同
じ
章
で
比
賦
興
の
三
つ

の
義
を
兼
ね
る
も
の
が
あ
り
、
要
は
讀
む
人
が
ど
う
讀
み
取
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
或
云
比
也
。
園
有
桃

則
食
其
實
、
國
有
民
則
用
其
力
。
或
云
賦
也
。
詩
固
有
一
章
而
三
義
者
、
在
人
觀
之
如
何
耳
）

こ
の
說
は
『
呂
記
』
に
は
見
え
な
い
。
一
方
、『
集
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

興
で
あ
る
…
…
園
に
桃
が
あ
れ
ば
そ
の
實
を
酒
の
肴
に
す
る
。
心
に
憂
い
が
あ
れ
ば
私
は
そ
れ
を
歌
い
か
つ
謠
う
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
興
也
…
…
言
園
有
桃
、
則
其
實
之
殽
矣
。
心
有
憂
、
則
我
歌
且
謠
矣
）
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比
あ
る
い
は
賦
か
ら
興
へ
と
朱
熹
の
說
が
變
化
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
同
時
に
舊
注
で
詩
句
に
は
比
賦
興
を
兼
ね
る
も

の
が
あ
り
、
ど
れ
に
と
る
の
も
人
の
讀
み
よ
う
だ
と
言
っ
て
い
る
の
が
、
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
。
解
釋
を
放
棄
し
た
言
說
と
も
捉
え

得
る
が
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
味
を
引
き
出
す
か
は
讀
者
の
自
由
で
あ
る
と
い

う
認
識
と
も
と
れ
る
。
詩
經
の
詩
篇
に
固
定
的
な
意
味
が
確
固
と
し
て
か
つ
排
他
的
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
讀
者

の
態
度
と
い
う
受
容
の
側
面
を
重
視
し
た
解
釋
態
度
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。『
詩
經
』
が
そ
の
讀
者
に
よ

っ
て
、
繰
り
返
し
新
た
な
意
味
を
生
み
出
さ
れ
付
與
さ
れ
て
き
た
と
い
う
認
識
は
、
宋
代
詩
經
學
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
り）
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、
そ
の
發
展
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
　
引
用
元
不
明

邶
風
「
柏
舟
」

本
詩
二
章
の
「
我
心
匪
鑒
、
不
可
以
茹
」
に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
は
、「
朱
氏
曰
く
、『
茹
』
と
は
『
納
め
る
』
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
朱
氏
曰
、
茹
、
納
也
）」
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
は
、

朱
氏
曰
く
、
鏡
は
物
を
度は

か

る
こ
と
が
で
き
る
が
私
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
兄
弟
は
賴
り
に
で
き
る
と
思
う
ば
か
り
で
、
ほ
ん
と

う
は
そ
う
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
た
ま
た
ま
兄
弟
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
〔
自
分
の
不
幸
を
〕

訴
え
た
ら
、
反
對
に
彼
ら
に
怒
ら
れ
る
よ
う
な
目
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
（
朱
氏
曰
、
鑒
能
度
物
而
我
不
能
。
但
以
兄
弟
宜
可
據
依



（（

嚴粲詩緝所引朱熹詩說考

而
不
知
其
不
可
也
。
故
或
往
愬
焉
而
反
逢
其
怒
耳
）

と
言
い
、『
詩
緝
』
所
引
の
朱
說
と
は
明
ら
か
に
異
說
で
あ
る
。
ま
た
、『
集
傳
』
に
も
、「『
茹
』
は
、『
度
る
』
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
茹
、
度
）」
と
あ
り
、『
呂
記
』
所
引
の
詩
說
と
同
樣
の
訓
詁
を
與
え
て
い
て
、
說
の
變
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
詩
緝
』

に
引
か
れ
て
い
る
朱
氏
說
は
、
何
に
據
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、『
呂
記
』
所
引
・『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
・

『
集
傳
』
の
三
書
以
外
の
、
朱
熹
の
詩
經
解
釋
の
著
述
に
嚴
粲
が
接
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
明
證
が
な
い

現
段
階
に
お
い
て
は
待
考
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（　

考
察
を
通
じ
て
わ
か
る
こ
と

前
節
で
の
比
較
調
査
を
通
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

（
1
）『
詩
緝
』
に
お
け
る
朱
熹
詩
說
引
用
の
多
樣
さ

引
用
元
と
い
う
面
か
ら
言
え
ば
、
②
―
ア
が
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
、
③
―
イ
が
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
と
い
う
、
想
定
し
や
す

い
出
典
で
あ
る
の
に
對
し
、
②
―
イ
・
④
は
嚴
粲
が
『
詩
集
解
』
を
實
見
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
朱
熹
詩
經
學
の
後
世
へ
の
影
響
の

樣
相
、
お
よ
び
學
問
の
傳
承
の
實
態
を
考
え
る
と
い
う
意
味
で
、
興
味
深
い
例
と
な
る）

11
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（
2
）『
詩
緝
』
所
引
『
詩
集
解
』
佚
文
の
數

表
1
に
示
し
た
と
お
り
、『
詩
緝
』
所
引
朱
熹
詩
說
全
五
八
九
例
の
う
ち
、『
呂
記
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
『
集
傳
』
に
も
見
え

な
い
、
眞
に
『
詩
緝
』
獨
自
の
『
詩
集
解
』
逸
文
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
六
四
條
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
呂
記
』
と
同
内

容
で
は
あ
る
が
明
確
な
異
同
が
あ
る
も
の
若
干
例
を
加
え
て
も
、
五
八
九
條
に
比
べ
い
さ
さ
か
寂
し
い
數
字
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
朱
熹
の
詩
經
に
對
す
る
認
識
の
變
化
を
研
究
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
右
の
條
以
外
に
も
『
詩
緝
』
獨
自
の
『
詩
集
解
』
佚
文
が
潛
在
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
③
―
ア
、『
呂

記
』
に
見
え
ず
『
集
傳
』
に
見
え
る
說
を
佚
文
か
ら
は
除
い
た
が
、
そ
の
中
の
一
部
、
あ
る
い
は
相
當
數
が
『
詩
集
解
』
を
引
用
し
た

も
の
（『
呂
記
』
は
單
に
そ
れ
を
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
①
の
舊
注
新
注
兩
方
に

見
え
る
說
が
大
量
に
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
朱
熹
の
詩
說
の
う
ち
變
わ
ら
な
か
っ
た
部
分
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
『
詩
集
解
』
か
ら
の
引
用
か
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
か
判
別
す
る
方
法
が
な
い
以
上
、
佚
文

か
ら
除
く
の
が
妥
當
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
嚴
粲
に
よ
る
朱
熹
新
說
の
受
容

③
―
イ
か
ら
、
嚴
粲
は
朱
熹
の
新
說
を
確
か
に
參
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
束
景
南
氏
の
、
尊
序
派
の
嚴
粲
が

引
用
す
る
朱
熹
說
は
舊
說
で
あ
る
と
い
う
意
見
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る）

11
（
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（
4
）
嚴
粲
の
朱
熹
詩
說
重
視

（
（
）
を
受
け
て
ま
た
、
嚴
粲
は
舊
說
・
新
說
關
わ
り
な
く
朱
熹
の
詩
說
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
、
嚴

粲
に
と
っ
て
は
尊
序
か
反
序
か
は
、
詩
說
の
價
値
を
評
價
す
る
絶
對
的
な
基
準
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
第
（
節
③
―
イ
で

檢
討
し
た
「
板
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
本
詩
の
小
序
に
は
、「『
板
』
は
、
凡
伯
が
厲
王
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
（
板
、
凡
伯
刺
厲
王

也
）」
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
嚴
粲
が
據
っ
た
『
集
傳
』
で
は
こ
の
小
序
を
否
定
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

小
序
は
本
詩
を
凡
伯
が
厲
王
を
刺
っ
た
詩
と
し
て
い
る
。
今
、
本
詩
の
意
味
を
考
察
し
て
み
る
と
、
や
は
り
前
篇
「
民
勞
」
の

詩
と
あ
い
類
し
て
お
り
、
た
だ
責
め
る
思
い
が
ま
す
ま
す
深
刻
切
實
に
な
っ
て
い
る
（
序
以
此
詩
爲
凡
伯
刺
厲
王
之
詩
。
今
考
其

意
、
亦
與
前
篇
相
類
、
但
責
之
益
深
切
耳
）

本
詩
の
前
の
詩
「
民
勞
」
は
序
に
、「『
民
勞
』
は
、
召
穆
公
が
厲
王
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
（
民
勞
、
召
穆
公
刺
厲
王
也
）」
と
言
い
、

や
は
り
厲
王
を
刺
っ
た
詩
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、『
集
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

小
序
は
本
詩
を
召
穆
公
が
厲
王
を
刺
っ
た
詩
だ
と
す
る
。
今
考
え
て
み
る
と
そ
う
で
は
な
く
、
同
僚
同
士
が
相
戒
め
あ
っ
た
言

葉
で
あ
る
。
專
ら
王
を
刺
る
た
め
に
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
し
か
し
作
者
の
時
事
を
憂
い
感
ず
る
氣
持
ち
は
や

は
り
そ
こ
か
ら
表
れ
て
い
る
（
序
說
以
此
爲
召
穆
公
刺
厲
王
之
詩
。
以
今
考
之
、
乃
同
列
相
戒
之
辭
耳
。
未
必
專
爲
刺
王
而
發
、

然
其
憂
時
感
事
之
意
、
亦
可
見
矣
）
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「
民
勞
」
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
朱
熹
は
「
板
」
を
厲
王
を
批
判
し
た
詩
で
は
な
く
、
厲
王
の
側
近
、
凡
伯
に
と
っ
て
は
同
僚
の

無
爲
と
阿
諛
迎
合
と
を
批
判
し
た
も
の
だ
と
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
小
序
と
は
異
な
る
解
釋
は
、
小
序
首
句
を

尊
重
す
る
嚴
粲
の
立
場
と
は
本
來
矛
盾
す
る
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
彼
は
い
か
に
し
て
整
合
性
を
確
保
し
つ
つ
自
身
の
詩
經
解
釋
に

『
集
傳
』
の
說
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。『
詩
緝
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
は
、
こ
の
詩
は
凡
伯
の
同
僚
で
王
に
側
近
と
し
て
仕
え
る
人
閒
を
嚴
し
く
責
め
た
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
批
判
の
意
圖
は
王

に
對
す
る
批
判
に
歸
着
す
る
、
こ
れ
は
前
の
「
民
勞
」
の
詩
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
た
。
詩
の
意
味
を
見
る
と
ま
こ
と
に
そ

の
通
り
で
あ
る
（
朱
氏
以
此
詩
爲
切
責
其
寮
友
用
事
之
人
、
而
義
歸
於
刺
王
。
與
上
篇
同
味
。
詩
意
信
然
）

「
民
勞
」
の
詩
で
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
は
、
こ
の
詩
は
…
…
〔
朱
說
は
先
に
掲
出
し
た
た
め
省
略
―
筆
者
注
〕
と
解
釋
し
た
。
そ
の
說
は
正
し
い
…
…
同
僚
を
戒

め
る
詩
の
言
葉
に
よ
っ
て
王
を
刺
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
氏
以
此
詩
乃
同
列
相
戒
之
辭
、
未
必
專
爲
刺
王
而
發
、
然
其
憂
時
感

事
之
意
亦
可
見
矣
。
其
說
是
也
…
…
以
詩
之
辭
戒
同
列
、
所
以
刺
王
也
）

嚴
粲
は
、「
民
勞
」「
板
」
は
、
詩
の
内
容
と
し
て
は
作
者
が
同
僚
と
戒
め
あ
い
、
あ
る
い
は
同
僚
を
糾
彈
し
た
も
の
で
、
直
接
厲
王

に
對
す
る
批
判
を
展
開
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
同
僚
を
批
判
す
る
こ
と
で
そ
の
裏
に
厲
王
の
責
任
を
も
問
う
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
詩
句
は
文
字
通
り
の
意
味
の
他
に
よ
り
深
い
意
圖
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
見
え
る
。
こ
の
認
識
に
よ
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っ
て
、
詩
句
自
體
の
内
容
を
說
明
し
た
も
の
が
朱
熹
の
注
、
詩
句
の
う
ち
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
批
判
の
射
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

が
小
序
と
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
兩
者
を
調
和
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る）

11
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こ
の
よ
う
に
、
嚴
粲
は
小
序
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
『
集
傳
』
の
說
を
小
序
に
齟
齬
し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
、
自

身
の
小
序
首
句
に
基
づ
い
た
解
釋
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
序
に
合
う
か
ど
う
か
は
後
で
ど
の
よ
う
に
で
も
手
直
し

で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
訓
詁
と
し
て
、
詩
句
解
釋
と
し
て
の
妥
當
性
の
方
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
尊
序
派

の
立
場
に
立
つ
學
者
が
參
考
に
す
る
の
は
や
は
り
尊
序
派
の
詩
經
解
釋
の
み
で
あ
る
と
い
う
推
定
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
る
。

（
5
）
朱
熹
詩
學
の
影
響
力

前
項
ま
で
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、
視
點
を
變
え
て
み
れ
ば
、
朱
熹
の
詩
經
學
の
影
響
力
と
は
、
彼
の
學
問
的
最
終
到
達
點
で
あ
る

『
集
傳
』
だ
け
で
は
な
く
、
彼
に
と
っ
て
は
過
程
に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
ず
の
舊
注
も
長
く
廣
い
影
響
力
を
保
ち
續
け
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
朱
熹
が
破
棄
し
た
は
ず
の
舊
注
が
、
朱
熹
の
新
注
に
對
す
る
反
駁
の
有
效
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詩

序
を
否
定
し
、
自
分
の
目
で
詩
篇
を
讀
み
直
し
た
『
詩
集
傳
』
の
朱
熹
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
が
廢
棄
し
よ
う
と
し
た
過
去
の
朱
熹
、

詩
序
に
基
づ
い
て
解
釋
を
行
う
朱
熹
も
、
同
樣
に
後
世
の
詩
經
學
者
に
對
し
て
強
い
影
響
力
を
持
ち
續
け
て
い
た
。
彼
以
後
の
學
者
に

と
っ
て
朱
熹
の
存
在
が
い
か
に
多
樣
性
を
持
っ
た
大
き
な
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
6
）『
詩
緝
』
所
引
朱
熹
說
の
校
勘
學
的
價
値

第
（
節
②
―
イ
で
、
豳
風
「
鴟
鴞
序
」
に
つ
い
て
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
舊
說
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
『
詩
緝
』
の
引
用
が
『
呂

記
』
の
引
用
よ
り
内
容
的
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
詩
緝
』
の
引
用
の
方
が
『
詩
集
解
』
の
原
文
を
よ

り
正
確
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
後
代
に
成
立
し
た
『
詩
緝
』
で
は
あ
る
が
、
そ
の
『
詩
集
解
』
の
引
用
は
、
こ
の

よ
う
に
『
呂
記
』
所
引
の
も
の
よ
り
も
正
確
、
あ
る
い
は
内
容
の
充
實
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
單
に

佚
文
の
收
集
に
止
ま
ら
ず
、『
詩
集
解
』
の
よ
り
正
確
な
姿
を
考
え
る
上
で
、『
詩
緝
』
の
價
値
は
高
い
。

（　

嚴
粲
の
『
詩
集
解
』
入
手
經
路

嚴
粲
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
『
詩
集
解
』
を
手
に
取
り
熟
讀
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
束
氏
の
說
に
據
れ
ば
淳
熙
四
年
、

一
一
七
七
、
に
成
書
し
た
と
い
う）

11
（

『
詩
集
解
』
と
、
淳
祐
八
年
、
一
二
四
八
、
の
自
序
を
持
つ
『
詩
緝
』
と
の
閒
に
は
七
〇
年
あ
ま
り

の
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嚴
粲
は
ど
う
や
っ
て
『
詩
集
解
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

は
從
來
の
研
究
で
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
對
し
て
、
束
景
南
氏
は
、
第
1
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
『
詩
集
解
』
は
か
つ
て
刊
刻
さ
れ
廣
く
流
布
し
て
い
た
と
說
明

す
る
。
束
氏
の
根
據
は
、
こ
の
書
が
尤
袤
の
『
遂
初
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
根
據
に
は
難

點
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

尤
袤
（
靖
康
二
、
一
一
二
七
～
紹
熙
四
、
一
一
九
三）

11
（

）
は
藏
書
家
と
し
て
著
名
で
あ
り）

11
（

、
そ
の
藏
書
目
録
が
『
遂
初
堂
書
目）

1（
（

』
で
あ
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る
。
束
氏
が
根
據
と
し
て
擧
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
目
の
「
詩
類
」
に
著
録
さ
れ
る
「
朱
氏
集
傳
藳
」
の
こ
と
で
あ
る
。『
遂
初
堂

書
目
』
の
成
立
年
は
不
詳
で
あ
る）

11
（

が
、
た
だ
、
こ
の
書
目
に
は
、
尤
袤
の
友
人
の
毛も

う

幵け
ん

、
字
は
平
仲
の
序
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
毛
幵

の
傳
記
に
つ
い
て
は
詳
し
い
資
料
は
殘
さ
れ
て
い
な
い）

11
（

が
、
束
景
南
氏
は
そ
の
沒
年
を
淳
熙
七
、
八
年
、
一
一
八
〇
、
一
一
八
一
、
と

推
定
し
て
い
る）

11
（

。
氏
の
說
に
據
る
な
ら
ば
、
か
つ
毛
幵
の
序
が
『
遂
初
堂
書
目
』
定
稿
後
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

『
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
朱
氏
集
傳
藳
」
も
遲
く
と
も
こ
の
年
以
前
に
入
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

著
録
さ
れ
た
書
名
に
は
「
集
傳
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
束
氏
の
言
う
と
お
り
舊
說
を
指
し
て
い
る
と
と
る
の
が
妥

當
で
あ
ろ
う
。
朱
熹
「
答
呂
子
約）

11
（

」
の
第
三
一
首
に
、

『
詩
說
』
は
と
う
に
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
誰
に
も
寫
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
送
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
あ

な
た
は
專
ら
小
序
を
治
め
て
、
詩
自
體
を
讀
も
う
と
は
な
さ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お
そ
ら
く
私
の
說
に
贊
同
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

難
し
か
ろ
う
と
思
い
、
お
送
り
し
な
い
の
で
す
（
詩
說
久
已
成
書
、
無
人
寫
得
、
不
能
奉
寄
、
亦
見
子
約
專
治
小
序
、
而
不
讀
詩
、

故
自
度
其
說
未
易
合
而
不
寄
耳）

11
（

）

と
い
う
發
言
が
あ
る
。
小
序
の
說
を
守
る
呂
祖
儉
に
は
、
自
分
の
說
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
『
詩
集

傳
』
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
陳
來
氏
の
考
證
に
據
れ
ば
淳
熙
十
三
年
、
一
一
八
六
、
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る）

11
（

が
、
こ
の
段
階
で
も
『
詩
集
傳
』
を
誰
に
も
書
寫
さ
せ
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
書
し
て

い
る
『
遂
初
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
尤
袤
の
架
藏
し
て
い
た
『
朱
氏
集
傳
藳
』
も
『
詩
集
傳
』
で
は
あ
り
得
ず
、『
詩

集
解
』
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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と
こ
ろ
で
、
尤
袤
は
大
量
の
寫
本
を
作
成
し
架
藏
し
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
で
あ
る
。『
遂
初
堂
書
目
』
書
後
に
李
燾
の
言
葉
を
載

せ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

尤
袤
、
字
は
延
之
は
、
書
物
で
あ
れ
ば
何
で
も
見
、
見
た
な
ら
ば
何
で
も
書
き
記
さ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
公
務
が
引
け
る
と

い
つ
も
、
門
を
閉
ざ
し
て
客
を
斷
り
、
一
日
何
卷
と
決
め
て
古
書
を
書
き
寫
し
た
。
彼
の
子
弟
お
よ
び
諸
々
の
女
性
た
ち
も
ま
た

手
抄
し
た
。
あ
る
日
私
に
、「
私
の
書
き
寫
し
た
書
物
は
今
何
卷
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
集
め
て
書
目
に
ま
と
め
て
み
た
」
と
言

っ
た
（
延
之
于
書
靡
不
觀
、
觀
之
靡
不
記
。
每
公
退
、
則
閉
戶
謝
客
、
日
計
手
抄
若
干
古
書
。
其
子
弟
及
諸
女
亦
抄
書
。
一
日
謂

予
曰
、
吾
所
抄
書
、
今
若
干
卷
。
將
彙
而
目
之
）

こ
れ
に
據
れ
ば
、『
遂
初
堂
書
目
』
中
に
は
尤
袤
が
書
寫
し
た
書
籍
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、「
朱
氏
集
傳
藳
」
も
手
抄
本
で

あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る）

11
（

。

尤
袤
は
、
朱
熹
・
呂
祖
謙
兩
者
の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
。
呉
洪
澤
氏
撰
『
尤
袤
年
譜）

11
（

』
か
ら
關
連
記
事
を
列
擧
し
よ
う
。

紹
興
十
八
年
戊
辰
、
二
十
二
歲

こ
の
年
、
朱
熹
と
知
り
合
う
。
朱
熹
は
（
殿
試
に
お
い
て
）
第
五
甲
第
九
十
人
と
な
り
同
進
士
出
身
を
賜
っ
た
。
こ
の
後
尤
袤

と
朱
熹
の
二
人
は
頻
繁
に
交
際
し
、
朱
熹
の
文
集
の
中
で
尤
袤
と
學
術
を
論
じ
た
書
簡
は
甚
だ
多
い
（
是
年
結
識
朱
熹
。
朱
熹
中

第
五
甲
第
九
十
人
賜
同
進
士
出
身
。
此
後
尤
朱
二
人
交
往
頻
繁
。
朱
熹
集
中
與
尤
袤
談
論
學
術
的
書
信
甚
多
）
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紹
興
二
十
九
年
己
卯　

三
十
三
歲

呂
祖
謙
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
こ
の
年
の
前
後
で
あ
る
だ
ろ
う
（
與
呂
祖
謙
相
識
、
當
在
此
年
前
後
）

さ
ら
に
彼
は
『
呂
記
』
の
た
め
に
朱
熹
と
と
も
に
序
も
書
い
て
い
る
。

淳
熙
九
年
壬
寅　

五
十
六
歲

九
月
十
日
、『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
序
』
を
著
し
た
。『
梁
溪
遺
稿
文
鈔
補
編
』
に
收
め
る
（
九
月
十
日
、
作
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
序

梁
溪
遺
稿
文
鈔
補
編
）

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
尤
袤
が
朱
熹
・
呂
祖
謙
い
ず
れ
か
か
ら
「
朱
氏
集
傳
藳
」、
す
な
わ
ち
『
詩
集
解
』
草
稿
を
借
り
受

け
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
借
り
受
け
た
な
ら
ば
そ
れ
を
書
寫
し
架
藏
し
た
の
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、

『
遂
書
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
詩
集
解
』
刊
行
を
示
す
根
據
と
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
他
の
書

目
に
著
録
が
な
い
こ
と
は
、
尤
袤
が
架
藏
し
て
い
た
の
が
手
抄
本
『
詩
集
解
』
で
あ
っ
た
可
能
性
を
高
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
遂
初
堂
書
目
』
成
書
が
遲
く
と
も
淳
熙
七
、
八
年
、
一
一
八
〇
、
一
一
八
一
、
と
推
定
さ
れ
る
な

ら
ば
、
こ
の
『
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
朱
氏
集
傳
藳
」
も
遲
く
と
も
こ
の
年
以
前
に
入
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
束
景
南
氏

が
推
定
す
る
『
詩
集
解
』
が
完
成
し
た
淳
熙
四
年）

11
（

の
わ
ず
か
三
、
四
年
後
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
毛
幵
の
沒
年
か
ら
割
り
出
し
た

年
だ
と
い
う
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
實
際
に
は
『
書
目
』
成
書
は
よ
り
早
ま
る
で
あ
ろ
う）

1（
（

。
と
す
る
と
、
尤
袤
が
架
藏
し
て
い
た

『
詩
集
解
』
は
淳
熙
四
年
完
成
版
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
草
稿
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
束
景
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南
氏
は
、『
年
譜
長
編
』「
一
一
七
七　

淳
熙
四
年　

丁
酉　

四
十
八
歳
」
の
「
冬
十
月
二
十
二
日
、
修
訂
詩
集
解
成
、
序
定
之
」
の
注

に
、『
詩
集
解
』
の
成
書
ま
で
の
過
程
を
綿
密
に
考
證
す
る
中
で
、
乾
道
五
年
、
一
一
六
九
、
に
朱
熹
が
林
熙
之
（
林
大
春
、
朱
熹
の

門
人
）
に
送
っ
た
書
簡
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
今
こ
の
本
〔
束
氏
の
考
證
に
據
れ
ば
『
詩
集
解
』
第
一
次
修
訂
本
〕
は

た
ま
た
ま
人
に
借
り
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
に
お
見
せ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
今
此
本
偶
爲
人
借
去
、
未
及

錄
呈
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
詩
集
解
』
は
完
成
以
前
も
人
に
借
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

。
そ
の
場
合

は
な
お
さ
ら
刊
行
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、『
詩
集
解
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
嚴
粲
は
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
『
詩
集
解
』
草
稿
を
見
た
の
だ
ろ
う

か
。
か
り
に
、『
詩
集
解
』
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
實
で
あ
る
朱
熹
・
呂
祖
謙
・
尤
袤
の
三
つ
の
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
か
と
想
定
し

た
場
合
、
そ
の
ど
れ
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
朱
熹
自
身
が
保
管
し
て
い
た
『
詩
集
解
』
稿
本
を
何
ら
か
の
手
段
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
朱
熹
の
子
孫
、
あ
る
い
は
門
人
を
通

し
て
嚴
粲
が
見
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。「
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
序
」
に
言
う
ご
と
く
、

朱
熹
が
早
年
の
說
を
未
熟
な
說
と
考
え
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、『
詩
集
傳
』
を
著
し
世
に
問
う
た
以
上
、
そ
れ
以
前
の
詩
說
は
廢
棄

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
草
稿
自
體
を
廢
棄
し
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
そ
れ
を
彼
自
身
の
手
に
よ
っ
て
他
者
に
見
せ
る
こ
と
は
し
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
彼
の
遺
志
は
受
け
繼
が
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
尤
袤
家
藏
の
稿
本
を
見
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
錫
山
（
江
蘇
無
錫
）
に
あ
っ
た
尤
袤
の
藏
書
樓
「
遂

初
堂
」
は
、
彼
の
死
後
火
災
に
遭
い
灰
燼
に
歸
し
た
。
魏
了
翁
（
一
一
七
八
～
一
二
三
七
）
の
「
遂
初
堂
書
目
跋
」
に
、

私
は
生
ま
れ
る
の
が
遲
く
、
遂
初
先
生
に
お
目
見
え
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
寶
慶
初
元
の
冬
、
罪
を
得
て
南
に
左
遷



（（

嚴粲詩緝所引朱熹詩說考

さ
れ
、
錫
山
に
立
ち
寄
り
、
前
の
廣
德
使
君
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
藏
書
が
火
災
に
遭
っ
て
何
ヶ
月
か
た
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
私

は
火
災
の
場
所
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
立
ち
去
る
に
忍
び
な
か
っ
た
（
予
生
晚
、
不
及
拜
遂
初
先
生
。
寶
慶
初
元
冬
、
得
罪
南
遷
。

過
錫
山
、
訪
前
廣
德
使
君
、
則
書
厄
於
火
者
累
月
矣
。
爲
之
徬
徨
不
忍
去
）

と
言
う
の
に
よ
れ
ば
、
火
災
は
寶
慶
元
年
（
一
二
二
五
）、
あ
る
い
は
そ
の
前
年
嘉
定
十
七
年
（
一
二
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
嚴
粲

は
そ
れ
以
前
に
遂
初
堂
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
嚴
粲
の
生
年
は
諸
家
は
不
詳
と
す
る
が
、
黃
忠
愼
氏
は
一
一
九
七
年

生
ま
れ
と
し
て
い
る）

11
（

。
惜
し
む
ら
く
は
黃
氏
は
そ
の
根
據
を
示
し
て
い
な
い
が
、
か
り
に
氏
の
說
に
據
る
な
ら
ば
、
一
二
二
四
年
に
嚴

粲
は
二
十
七
歳
で
あ
る
。
ま
た
、『
詩
緝
』
に
は
淳
祐
八
年
（
一
二
四
八
）
自
序
が
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
に
完
成
し
た
と
す
る
と
、
一
二

二
四
年
は
そ
の
二
十
四
年
前
で
あ
る
。
嚴
粲
が
若
年
の
こ
ろ
に
す
で
に
詩
經
研
究
に
志
し
、
そ
の
た
め
に
遂
初
堂
に
赴
き
珍
本
『
詩
集

解
』
を
抄
寫
し
た
と
い
う
の
は
、
一
應
は
假
說
と
し
て
は
成
り
立
つ
。

た
だ
し
、
尤
袤
は
藏
書
を
決
し
て
人
に
貸
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。「
遂
初
堂
書
目
」
毛
幵
、
字
は
平
仲
、
の
序
に
次

の
よ
う
に
言
う
。

尤
袤
は
そ
の
藏
書
を
大
切
に
し
て
人
に
貸
し
た
り
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
新
し
い
こ
と
は
い
ま
だ
か
つ
て
誰
も
手
を
觸
れ
た
こ

と
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
重
之
不
以
借
人
、
新
若
未
嘗
觸
手
）

も
ち
ろ
ん
嚴
粲
と
尤
袤
と
は
お
そ
ら
く
同
時
に
在
世
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
尤
袤
の
後
人
が
先
父
の
遺
訓
を
守
り
、

他
人
に
遂
初
堂
の
藏
書
を
見
せ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
嚴
粲
が
こ
の
ル
ー
ト
で
『
詩
集
解
』
を
見
た
可
能
性
は
消
え
る
。
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最
後
に
、
呂
祖
謙
の
後
人
・
門
人
經
由
で
『
詩
集
解
』
を
見
た
可
能
性
で
あ
る
が
、
呂
祖
謙
が
朱
熹
の
詩
說
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

か
ら
考
え
れ
ば
、
彼
の
家
に
呂
祖
謙
が
用
い
た
『
詩
集
解
』
稿
本
が
保
管
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
門
人
た
ち
が
閲
覽
で
き
る
環
境
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
嚴
粲
と
の
交
友
關
係
を
窺
わ
せ
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ

見
出
せ
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
三
說
い
ず
れ
に
し
て
も
證
據
に
缺
け
て
い
る
た
め
、
嚴
粲
の
『
詩
集
解
』
を
見
た
ル
ー
ト
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
束
景
南
氏
の
考
證
に
據
れ
ば
、
朱
熹
の
友
人
の
張
栻
に
は
『
詩
集
解
』
に
對
す
る
批
判
の
言
辭
が
あ
り）

11
（

、『
詩
集
解
』
を

所
藏
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
見
て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
朱
熹
が
早
い
段
階
で

『
詩
集
解
』
を
貸
し
て
い
た
こ
と
も
そ
の
書
簡
か
ら
わ
か
る）

11
（

の
で
、
右
に
擧
げ
た
三
人
以
外
に
も
嚴
粲
が
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ル
ー
ト

は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、『
詩
集
解
』
が
廣
い
範
圍
に
手
抄
さ
れ
所
藏
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い）

11
（

の
で
、
珍
奇
な
資

料
で
あ
っ
た
に
は
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
嚴
粲
は
淸
湘
縣
令
と
い
う
低
い
官
職
に
し
か
就
い
て
い
な
い
人
物
で
、
呂
祖
謙
・
朱
熹

と
の
師
承
關
係
を
示
す
資
料
は
特
に
見
當
た
ら
な
い
。
朱
熹
の
舊
說
を
引
用
し
た
も
う
一
人
の
人
物
で
あ
る
段
昌
武
に
至
っ
て
は
傳
記

が
全
く
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
官
界
の
周
縁
、
も
し
く
は
外
部
に
位
置
し
、
社
會
的
地
位
も
高
い
と
は
言
え
ず
、
ま
た
有
力
な

學
問
的
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
人
物
た
ち
が
、
朱
熹
の
若
年
の
詩
經
注
釋
と
い
う
珍
し
い
文
獻
を
讀
み
込
む

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
南
宋
期
の
、
學
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
發
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
よ
う
で
、
興
味
深
い
事
實
で
あ
る
。

（　

今
後
の
課
題

以
上
、『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
詩
說
が
い
つ
の
段
階
の
學
說
な
の
か
を
判
別
す
る
作
業
結
果
と
、
そ
れ
を
通
し
て
見
え
て
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き
た
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。『
詩
緝
』
か
ら
抽
出
さ
れ
た
朱
熹
『
詩
集
解
』
佚
文
が
、
朱
熹
の
詩
經
學
の
變
化
發
展
と
い
う
問

題
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
資
料
は
、『
呂
記
』
お
よ
び
段
昌
武

『
毛
詩
集
解
』
の
『
詩
集
解
』
佚
文
と
總
合
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
價
値
を
十
全
に
發
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
は
、
段
昌
武
『
毛
詩
集
解
』
に
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
經
說
を
、
本
稿
と
同
樣
の
方
法
を
用
い

て
そ
の
歸
屬
を
確
か
め
た
上
で
、
改
め
て
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
詩
說
は
、
た
だ
そ
の
『
詩
集
解
』
佚
文
の
み
が
學
問
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
本
稿
で
證
明
し
た
と
お
り
、
嚴
粲
は
舊
注
・
新
注
い
ず
れ
か
に
參
照
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
是
是
非
非
の
態
度
で
臨
み
自
身

の
詩
經
研
究
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
利
用
の
實
態
は
、
嚴
粲
の
詩
經
研
究
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
朱
熹
詩
說
が
舊
注
新
注
二
種
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
學
者
の
詩
說
に
は
な
い
獨
自
の
長
所
で
あ
る
。
嚴
粲
は
内
容
の
異

な
っ
た
朱
熹
の
二
つ
の
說
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
一
方
を
選
擇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
詩
經
の
詩
篇
の
あ
る
部
分

の
解
釋
に
お
い
て
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
、
そ
の
中
か
ら
嚴
粲
が
あ
え
て
一
方
を
選
擇
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
選
擇
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
單
に
そ
の
解
釋
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
つ
な
が
る
詩
經
解
釋
全
體
に
關
す
る
問
題

の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
詩
經
研
究
の
理
念
や
視
野
を
考
察
す
る
端
緖
が
得
ら
れ
る
。
ひ
い
て
は
、

朱
熹
と
嚴
粲
を
含
む
南
宋
詩
經
學
が
取
り
組
ん
だ
解
釋
學
上
の
課
題
を
考
え
る
端
緖
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
例
を
擧
げ
た
も

の
で
言
え
ば
、
詩
人
が
實
際
に
目
に
見
た
人
物
を
詠
っ
た
と
捉
え
る
か
、
頭
の
中
で
想
像
し
た
も
の
を
詠
っ
た
と
捉
え
る
か
、
と
い
う

問
題
が
、
第
（
節
③
―
イ
で
例
と
し
て
擧
げ
た
鄘
風
「
干
旄
」
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
宋
代
の
詩
經
學
の
特
質
に
迫
る

問
題
で
あ
る）
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。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
他
に
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
得
た
成
果
を
も
と
に
、
稿
を
改
め
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

本
稿
で
行
っ
た
考
察
は
、
朱
熹
・
嚴
粲
兩
人
の
詩
經
學
を
檢
討
す
る
た
め
、
南
宋
詩
經
學
を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
位
置
づ
け
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ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
可
能
性
を
開
く
た
め
に
も
、
学
者
を
尊
序
か
反
序
か
と
い
う
視
点
の
み
で
捉
え
る
こ
と
は
避
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
第
1
節
で
觸
れ
た
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
『
詩
緝
』
の
引
用
元
と
し
て
『
集
傳
』
と
對
立
す
る
も
の
を
『
詩
集
解
』
の
書

名
の
も
と
に
一
括
し
て
扱
っ
た
の
は
暫
定
的
な
措
置
で
あ
る
。
朱
熹
の
詩
經
研
究
は
長
い
時
閒
を
か
け
て
絶
え
ず
改
訂
を
繰
り
返
し
て

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
過
程
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
、
複
數
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
熹
自
身
の
言
葉
と
し
て
も

三
つ
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り）

11
（

、
束
景
南
氏
の
考
證
に
據
れ
ば
、『
詩
集
解
』
自
體
も
初
校
完
成
の
後
、
少
な
く
と
も

三
度
の
改
訂
を
經
て
い
る
と
い
う）

11
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。
本
稿
で
は
舊
說
と
概
括
し
た
說
が
『
詩
集
解
』
執
筆
過
程
の
ど
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
か

―
本

稿
で
檢
討
し
た
と
お
り
こ
の
著
述
が
お
そ
ら
く
刊
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
限
定
的
に
流
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
お
よ
び
嚴
粲
が

朱
熹
か
ら
か
な
り
時
代
を
下
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
定
稿
の
後
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と
は
思
わ
れ
る
が

―
は
、
さ
ら
な

る
愼
重
な
檢
討
を
必
要
と
し
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は
朱
熹
詩
經
學
成
立
過
程
の
研
究
の
基
礎
作
業
と
す
べ
き

で
あ
る
。

注（
1
）
黃
忠
愼
『
嚴
粲
詩
緝
新
探
』（
文
史
哲
學
集
成
、
臺
灣
、
文
史
哲
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
に
據
れ
ば
一
一
九
七
生
。
た
だ
し
、
惜
し
む
ら

く
は
黃
氏
は
そ
の
根
據
を
示
し
て
い
な
い
。
故
に
、
し
ば
ら
く
諸
家
に
從
い
、
生
卒
年
不
詳
と
す
る
。

（
（
）
嚴
粲
の
詩
歌
は
、『
全
宋
詩
』
卷
三
一
二
九
（
北
京
大
學
出
版
社
、
第
五
九
册
、
三
七
三
九
〇
頁
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
の
が

簡
便
で
あ
る
。

（
（
）
戴
復
古
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
王
嵐
「『
戴
復
古
集
』
編
刻
流
傳
攷
」（
内
山
精
也
譯
、
宋
代
詩
文
研
究
會
江
湖
派
研
究
班
會
誌
『
江
湖
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派
研
究
』
第
一
輯
、
二
〇
〇
九
、
五
五
頁
）
に
據
る
。

（
（
）
嚴
粲
の
生
平
に
つ
い
て
は
、
前
注
に
擧
げ
た
『
全
宋
詩
』
の
彼
の
小
傳
が
詳
し
い
。

（
（
）
以
下
、
宋
人
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
特
に
斷
ら
な
い
限
り
、
昌
彼
特
等
編
『
宋
人
傳
記
資
料
索
引
』（
增
訂
三
版
、
臺
灣
、
鼎
文
、
二

〇
〇
一
）
に
據
っ
た
。

（
（
）
テ
キ
ス
ト
は
、
景
印
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
宋
刊
本
（
四
部
叢
刊
廣
編
0（
）
を
用
い
た
。

（
（
）
テ
キ
ス
ト
は
、『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』（
朱
傑
人
・
嚴
佐
之
・
劉
永
翔
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）

第
一
册
所
收
本
を
用
い
、
必
要
に
應
じ
て
景
印
靜
嘉
堂
文
庫
藏
宋
刊
本
（
四
部
叢
刊
廣
編
0（
）
に
據
っ
て
確
認
し
た
。

（
（
）
黃
氏
前
掲
書
、
一
二
二
頁
。

（
（
）
同
右
。

（
10
）
束
景
南
『
朱
熹
年
譜
長
編
』（
上
下
册
、
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
一
一
八
六
、
淳
熙
一
三
年
丙
午
（
朱
熹
）
五
十
七
歳
に
、

「
十
月
、
詩
集
傳
成
、
作
詩
序
辨
說
附
後
、
刻
版
於
建
安
」
と
言
う
の
に
據
っ
た
。

（
11
）『
歷
代
詩
經
版
本
叢
刊
』（
田
國
福
編
、
齊
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
）
第
八
册
所
收
淸
抄
本
に
つ
い
て
見
る
の
が
簡
便
で
あ
る
。

（
1（
）「
今
詩
集
解
亡
佚
、
然
當
時
主
毛
序
之
說
者
如
呂
祖
謙
呂
氏
家
塾
讀
詩
紀
（
簡
稱
呂
紀
）、
段
昌
武
毛
詩
集
解
（
簡
稱
段
解
）、
嚴
粲
詩
輯

（
簡
稱
嚴
輯
）
多
引
朱
熹
詩
集
解
之
說
」（
束
景
南
『
詩
集
解
』「
輯
録
說
明
」（
朱
傑
人
・
嚴
佐
之
・
劉
永
翔
主
編
『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』

第
二
六
册
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
、
九
九
頁
）。

（
1（
）
注
（
10
）
參
照
。

（
1（
）
福
建
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
二
。

（
1（
）
束
景
南
『
朱
熹
佚
文
輯
考
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
、
未
見
）。
後
に
增
補
改
訂
し
『
朱
熹
佚
詩
佚
文
全
考
』
と
し
て
、『
朱
子

全
書　

修
訂
本
』
修
訂
本
第
二
六
册
に
收
録
さ
れ
る
の
を
、
筆
者
は
用
い
た
。

（
1（
）『
朱
文
公
文
集
』
卷
七
六
に
收
め
ら
れ
る
、「
淳
熙
四
年
丁
酉
冬
十
月
戊
子
新
安
朱
熹
書
」
と
署
せ
ら
れ
た
「
詩
集
傳
序
」
が
い
ま
だ
小

序
を
信
じ
て
い
る
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
朱
熹
の
孫
の
朱
鑑
が
『
詩
傳
遺
說
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
の
を
根
據
と
し
た
も
の
。



（（

（
1（
）
束
氏
前
掲
「
輯
録
說
明
」。

（
1（
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』
に
も
、『
詩
集
解
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
お
よ
び
資
料
は
な
い
の
で
、
同
書
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
氏

の
說
は
、『
遂
初
堂
書
目
』
の
著
録
を
根
據
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1（
）
彭
維
杰
「
朱
子
詩
傳
舊
說
探
析
」（
彰
化
師
範
大
學
國
文
系
『
國
文
學
誌
』
第
三
期
［
宋
代
文
化
專
號
］
一
九
九
九
年
六
月
、
注
四
、
七

七
頁
）。

（
（0
）「
其
他
同
時
代
采
朱
氏
舊
說
者
、
或
數
量
遠
遜
於
呂
氏
《
讀
詩
記
》、
或
所
引
朱
氏
說
雜
采
新
舊
觀
點
、
有
待
釐
淸
、
暫
不
援
引
、
以
待

來
日
」（
彭
氏
前
掲
論
文
七
六
頁
）。

（
（1
）「
氓
」
首
章
の
『
集
傳
』
に
は
、「
氓
、
民
也
。
蓋
男
子
而
不
知
其
誰
何
之
稱
也
。
蚩
蚩
、
無
知
之
貌
。
蓋
怨
而
鄙
之
也
」
と
言
う
。

（
（（
）『
詩
緝
』
注
の
朱
熹
詩
說
は
、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版

―
原
文
及
全
文
檢
索
版
』（
上
海
人
民
出
版
社
・
迪
志
文
化
出
版
有
限
公
司
）

で
「
朱
氏
曰
」「
朱
氏
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
用
い
た
檢
索
結
果
を
、
宮
内
廳
書
陵
部
藏
元
刊
本
影
印
本
（
日
本
宮
内
廳
書
陵
部
藏
宋
元
版

漢
籍
影
印
叢
書
第
二
輯
、
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
三
）、
お
よ
び
明
・
味
經
堂
刊
本
（
景
印
本
、
臺
灣
・
廣
文
書
局
、
一
九
六
〇
）
と
對
校

し
て
收
集
し
た
。
點
檢
の
過
程
で
四
庫
全
書
本
が
ま
ま
「
朱
氏
」
を
「
朱
子
」
に
誤
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
の
で
、
そ

れ
を
さ
ら
に
檢
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
し
て
デ
ー
タ
を
增
や
し
た
。

（
（（
）
附
表
注
に
そ
の
一
部
を
示
し
た
。

（
（（
）『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
て
朱
熹
の
詩
說
の
總
數
に
つ
い
て
、
筆
者
を
含
め
て
論
者
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
の
は
、
重
複
引
用
を
ど
う
數
え

る
か
、
朱
熹
の
詩
說
を
大
ま
か
に
要
約
し
た
り
概
括
し
た
形
で
論
及
し
た
も
の
を
數
に
入
れ
る
か
な
ど
、
微
妙
な
扱
い
の
違
い
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
考
察
に
本
質
的
に
影
響
す
る
問
題
で
は
な
い
。

（
（（
）
同
樣
の
例
に
鄭
風
「
緇
衣
」
が
あ
る
。
本
詩
首
章
「
還
、
予
授
子
之
粲
兮
」
に
つ
い
て
の
「
詩
緝
」
の
注
釋
は
、「
王
氏
曰
、
粲
、
粟
治

之
精
者
。
朱
氏
曰
、
漢
有
白
粲
之
刑
。
給
舂
導
之
役
」
と
言
う
。
王
安
石
の
說
と
朱
熹
の
說
を
竝
べ
て
提
示
す
る
の
は
、『
呂
記
』
と
同

じ
で
あ
る
。

（
（（
）『
史
記
』「
管
蔡
世
家
」
に
、「
武
王
同
母
兄
弟
十
人
。
母
曰
太
姒
、
文
王
正
妃
也
。
其
長
子
曰
伯
邑
考
、
次
曰
武
王
發
、
次
曰
管
叔
鮮
、
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次
曰
周
公
旦
、
次
曰
蔡
叔
度
、
次
曰
曹
叔
振
鐸
、
次
曰
成
叔
武
、
次
曰
霍
叔
處
、
次
曰
康
叔
封
、
次
曰
冉
季
載
、
冉
季
載
最
少
。
同
母
昆

弟
十
人
、
唯
發
、
旦
賢
、
左
右
輔
文
王
、
故
文
王
舍
伯
邑
考
而
以
發
爲
太
子
。
及
文
王
崩
而
發
立
、
是
爲
武
王
。
伯
邑
考
既
已
前
卒
矣
」

と
言
う
。

（
（（
）
調
査
の
愼
重
を
期
し
、『
呂
記
』
は
注
（
（
）
で
擧
げ
た
四
部
叢
刊
本
の
他
、『
宮
内
廳
書
陵
部
收
藏
漢
籍
集
覽
書
誌
書
影
・
全
文
影
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
を
用
い
て
、
宮
内
廳
書
陵
部
所
藏
の
宋
刊
本
二
本
に
よ
っ
て
對
校
し
、
異
同
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
（（
）「
二
叔
」
の
解
釋
は
、
杜
預
注
に
從
っ
た
。
竹
添
新
一
郞
『
左
氏
會
箋
』（
冨
山
房
、
一
九
七
四
、
增
補
版
）
は
、
管
叔
蔡
叔
の
二
人
と

す
る
。

（
（（
）
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
呂
記
』『
詩
緝
』
は
、
こ
の
部
分
『
左
傳
』
に
基
づ
き
「
郜
雍
曹
滕
」
の
四
字
を
補
い
訂
正
し
て
い
る
。

（
（0
）
同
注
（
（（
）。

（
（1
）
訓
讀
は
、『
詩
緝
』
の
解
釋
に
基
づ
い
た
。
傳
箋
の
訓
詁
に
基
づ
け
ば
、「
爾
の
邦
に
封お

ほ

い
な
る
靡わ

づ
ら

ひ
無
か
ら
し
め
よ
」
と
訓
ず
る
こ
と

に
な
る
。

（
（（
）『
詩
緝
』
周
頌
「
烈
文
」
の
注
は
、「
王
氏
曰
、
無
封
以
專
利
、
無
靡
以
傷
財
○
朱
氏
曰
、
封
專
利
以
自
封
殖
。
靡
、
侈
也
」
と
言
う
。

（
（（
）
王
風
「
君
子
于
役
」
首
章
の
『
集
傳
』
に
、「
君
子
、
婦
人
目
其
夫
之
辭
…
…
大
夫
久
役
于
外
、
其
室
家
思
而
賦
之
曰
…
…
」
と
言
う
。

ま
た
『
詩
序
辯
說
』
は
同
詩
に
つ
い
て
、「
此
國
人
行
役
、
而
室
家
念
之
之
辭
」
と
言
う
。

（
（（
）
拙
稿
「
詩
人
の
ま
な
ざ
し
、
詩
人
へ
の
ま
な
ざ
し

―
『
詩
經
』
に
お
け
る
詩
中
の
語
り
手
と
作
者
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
認
識
の
變

化

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
研
究
』
第
五
號
、
二
〇
一
二
）、「
作
者
の
意
圖
か
ら
國
史
と
孔
子
の
解
說
へ

―
嚴
粲
詩

經
解
釋
に
お
け
る
小
序
尊
重
の
意
義

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
研
究
』
第
六
號
、
二
〇
一
三
）
參
照
。

（
（（
）
嚴
粲
に
お
け
る
朱
熹
舊
說
引
用
の
來
源
と
し
て
、『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
と
『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
と
い
う
二
種
の
文
獻
が
あ
る
こ
と

の
意
味
に
つ
い
て
は
今
後
の
考
察
に
俟
ち
た
い
。

（
（（
）
筆
者
の
部
分
的
な
調
査
に
據
れ
ば
、
束
氏
が
『
詩
集
解
』
集
佚
の
も
う
一
つ
の
源
泉
と
し
て
い
る
段
昌
武
『
毛
詩
集
解
』
に
お
い
て
も

事
情
は
同
樣
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
調
査
を
行
っ
た
後
、
稿
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。



（（

（
（（
）
こ
こ
で
嚴
粲
が
解
釋
に
用
い
た
認
識
は
、
彼
の
詩
經
學
の
特
徴
と
し
て
し
ば
し
ば
注
意
さ
れ
る
「
言
外
の
意
」
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
檢
討
し
た
い
。

（
（（
）
注
（
1（
）
參
照
。

（
（（
）
呉
洪
澤
「
尤
袤
年
譜
」（『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
第
九
册
、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）
に
據
る
。

（
（0
）
南
宋
・
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
卷
十
八
、
別
集
類
下
「
梁
𧮾
集
五
十
卷
」
解
題
に
、
尤
袤
の
藏
書
に
つ
い
て
、「
家
有
遂
初
堂
、
藏

書
爲
近
世
冠
」
と
言
い
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
、
五
四
三
頁
）、
淸
・
葉
昌
熾
『
藏
書
紀
事
詩
』
卷
一
に
も
採
録
さ
れ
る
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
、
五
四
頁
）。
井
上
進
氏
『
中
國
出
版
文
化
史
―
書
物
世
界
と
知
の
風
景
』
第
十
章
「
特
權
と
し
て
の
書

籍
」
で
は
、
宋
代
の
藏
書
家
の
藏
書
量
の
實
態
に
つ
い
て
分
析
し
た
上
で
、「
尤
袤
の
三
千
百
餘
種
と
は
ま
さ
に
例
外
、
い
か
に
も
『
近

世
の
冠
』
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇
〇
二
、
一
七
三
頁
）。

（
（1
）
叢
書
集
成
新
編
（
（
臺
灣
・
新
文
豐
出
版
、
一
九
八
五
）。

（
（（
）
姚
名
達
『
中
國
目
録
學
年
表
』（
人
人
文
庫
、
臺
灣
商
務
院
書
館
、
一
九
六
七
）
に
は
、『
遂
初
堂
書
目
』
成
書
年
に
つ
い
て
の
記
載
は

見
ら
れ
な
い
。

（
（（
）『
全
宋
詩
』
卷
二
〇
六
一
「
毛
幵
」
の
小
傳
が
最
も
詳
し
い
（
第
三
七
册
二
三
二
五
四
頁
）。
そ
こ
で
は
彼
の
生
年
は
一
一
一
六
、
沒
年

は
不
詳
と
す
る
。

（
（（
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』「
一
一
八
一　

淳
熙
八
年　

辛
丑　

五
十
二
歳
」
閏
三
月
の
「
爲
尤
袤
所
作
毛
幵
墓
誌
銘
題
挽
詩
」
の
注
（
上
册
、

六
九
六
頁
）
に
、
淳
熙
六
年
秋
に
作
ら
れ
た
陸
游
の
「
訪
毛
平
仲
問
疾
與
其
子
適
同
游
柯
山
觀
王
質
爛
柯
遺
跡
」
詩
か
ら
、
こ
の
時
毛
幵

は
存
命
で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
病
に
倒
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
彼
の
逝
去
は
そ
れ
か
ら
遠
く
な
い
時
期
と
推
定
し
、
か
つ
淳

熙
八
年
に
尤
袤
が
朱
熹
を
廬
山
に
尋
ね
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
自
分
が
毛
幵
の
た
め
に
作
っ
た
墓
誌
銘
の
た
め
に
朱
熹
に
詩
を
求
め
た

の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
今
こ
の
說
に
從
う
。

（
（（
）
呂
子
約
は
、
呂
祖
儉
（
？
～
一
二
一
一
）
の
こ
と
。
子
約
は
字
。
呂
祖
謙
の
弟
。

（
（（
）『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
八
（『
朱
氏
全
書　

修
訂
本
』
第
二
二
册
二
二
〇
八
頁
）。
こ
の
資
料
の
存
在
は
、
注
（
10
）
に
擧
げ
た
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束
氏
『
年
譜
長
編
』
淳
熙
一
三
年
の
記
事
の
注
の
引
用
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

（
（（
）
陳
來
『
朱
子
書
信
編
年
考
證
（
增
訂
本
）』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
、
二
五
一
頁
）。

（
（（
）
鄭
偉
章
・
李
萬
健
『
中
國
著
名
藏
書
家
傳
略
』
に
、「
從
《
遂
初
堂
書
目
》
所
著
錄
的
圖
書
來
看
、
尤
袤
收
藏
的
圖
書
有
四
大
特
點
、
即

多
抄
本
・
多
善
本
・
多
史
書
・
多
法
書
」
と
言
う
（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
六
、
一
七
頁
）。

（
（（
）
注
（
（1
）
參
照
。

（
（0
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』「
一
一
七
七　

淳
熙
四
年　

丁
酉　

四
十
八
歳
」
の
項
に
、「
冬
十
月
二
十
二
日
、
修
訂
詩
集
解
成
、
序
定
之
」
と

言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
を
參
照
の
こ
と
。
な
お
、
淸
・
王
懋
竑
『
朱
子
年
譜
』
は
、
淳
熙
四
年
に
「
詩
集
傳
成
」
と
す
る

が
、
こ
れ
も
朱
熹
の
「
詩
集
傳
序
」
の
撰
述
の
年
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
序
は
朱
熹
が
小
序
を
信
じ
て
い
る
時
期
の
作
で
あ
る
と

孫
の
朱
鑑
が
言
っ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、
王
說
は
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
（
何
忠
禮
點
校
『
朱
熹
年
譜
』、
年
譜
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一

九
九
八
、
八
二
頁
）。

（
（1
）
少
な
く
と
も
、
注
（
（（
）
に
擧
げ
た
陸
游
が
詩
を
作
っ
た
淳
熙
六
年
以
前
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』
上
册
、
五
九
二
頁
。
朱
熹
の
當
該
書
簡
は
、『
晦
庵
先
生
朱
文
公
別
集
』
卷
五
、『
朱
子
全
書
』
第
二
五
册
四
九
三

六
頁
、
に
收
め
ら
れ
る
。
な
お
、
陳
來
氏
も
束
氏
と
同
樣
、
こ
の
書
簡
を
乾
道
五
年
に
編
年
す
る
（
陳
氏
前
掲
書
六
九
頁
）。

（
（（
）
注
（
1
）
參
照
。

（
（（
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』
一
一
七
七
「
冬
十
月
二
十
二
日
、
修
訂
詩
集
解
成
、
序
定
之
」
の
注
で
、
張
南
軒
文
集
卷
二
五
「
答
呂
伯
恭
書
三
」、

同
卷
二
八
「
答
呉
晦
叔
書
十
二
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、『
張
栻
全
集
』（
長
春
出
版
社
、
一
九
九
九
）
に
つ
い
て
確
認
し

た
（
下
册
、
八
九
四
、
九
四
八
頁
）。

（
（（
）
注
（
（（
）
參
照
。

（
（（
）
注
（
（（
）
に
擧
げ
た
林
大
春
宛
の
書
簡
に
、『
詩
集
解
』
が
人
に
借
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
あ
り
、
ま

た
、
こ
ち
ら
は
『
詩
集
傳
』
稿
本
に
な
る
が
、
ま
た
口
實
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
節
本
文
に
紹
介
し
た
呂
祖
儉
宛
の
書
簡
に
、
完
成
は

し
て
い
る
が
人
に
寫
さ
せ
て
い
な
い
の
で
、
お
見
せ
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
朱
熹
が
詩
經
の
注
釋
を
廣
く
人
々
に
貸



（（

し
出
し
す
た
め
に
副
本
を
特
に
用
意
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
い
か
に
し
て
詩
を
作
り
事
と
捉
え
る
か
？

―
『
毛
詩
正
義
』
に
見
ら
れ
る
假
構
認
識
と
宋
代
に
お

け
る
そ
の
發
展

―
」（
宋
代
詩
文
研
究
會
會
誌
『
橄
欖
』
第
十
六
號
、
二
〇
〇
九
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
（（
）『
朱
子
語
類
』
卷
八
十
「
詩
一
」
に
、「
熹
向
作
詩
解
文
字
、
初
用
小
序
、
至
解
不
行
處
、
亦
曲
爲
之
說
。
後
來
覺
得
不
安
、
第
二
次
解
者
、

雖
存
小
序
、
閒
爲
說
破
、
然
終
是
不
見
詩
人
本
意
。
後
來
方
知
只
盡
去
小
序
、
便
自
可
通
、
於
是
盡
滌
蕩
舊
說
、
詩
意
方
活
」
と
言
う

（
理
學
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
、
第
六
册
二
〇
八
五
頁
）。

（
（（
）
束
氏
『
年
譜
長
編
』「
一
一
七
七　

淳
熙
四
年　

丁
酉　

四
十
八
歳
」
の
「
冬
十
月
二
十
二
日
、
修
訂
詩
集
解
成
、
序
定
之
」
の
注
參
照
。

本
稿
は
、
日
本
學
術
振
興
會
、
平
成
（（
年
度
科
學
研
究
費
基
盤
（
Ｂ
）「
南
宋
江
湖
派
の
總
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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⑤　『呂記』『集傳』いずれとも異說……1例
國風	 邶	 柏舟1

【注】
①集傳とは文章に異同有り。
②元本作「煌煌大明貌」。味經堂本、四庫本作「煌煌明貌」。
③「恌偸薄也」、呂記・集傳倶作「恌偸薄也」。
④「朱子蒹葭解曰……」。
⑤「朱子曰……蘇氏曰……」、與呂記配列相同。
⑥「天」、元本作「大」。味經堂本・四庫本作「天」。呂記・集傳作「大」。
⑦「力猶用力」、集傳作「力謂用力」。
⑧「朱子匪風解曰……」（匪有1）。
⑨元本・味經堂本・呂記・集傳作「經」。四庫本作「絰」。
⑩呂記無「月」字。
⑪「成王」、呂記・集傳作「王」。呂記・集傳無「故以藎臣言之」六字。
⑫朱說之上有「疏曰……」、與呂記配列相同。但、呂記作「孔氏曰……」。
⑬朱說之上有「疏曰……」、與呂記配列相同。但、呂記作「孔氏曰……」。
⑭集傳無「石」字。
⑮元本作「朱氏」、味經堂本・四庫本作「朱子」。
⑯呂記・元本作「亂」。味經堂本・四庫本作「辭」。
⑰朱熹新注批判らしい。
⑱呂記無「郜雍曹滕」四字。元本・味經堂本亦無此四字。四庫本有。
⑲朱說之下有「楊氏曰……」。與集傳配列相同。與呂記有異同。
⑳詩集傳とは異同が有り。
�集傳に據った可能性が大（ただし、集傳の文とも若干異同有り、あるいは詩集解そのも
のに拠った可能性も有り）。
�集傳作「嘽嘽眾也」。無「盛」字。
�「災異之甚」上、集傳有「亦」字。
�「朱氏葛覃傳曰……」。
�「朱氏生民解曰……」。ただし、呂記の当該詩所引の朱說を指しているとは言い切れな
い。
�厳粲引用朱說が集傳では「或曰」に格下げ。
�「書」、呂記作「康誥」。
�在集傳卷頭「詩傳綱領」注。以下同じ。
�集傳作「檀木可爲車者」、呂記作「檀木可以爲車者君子伐之以自給也」。「性堅」二字、
呂記・集傳倶無。
�一部呂記にも有り。
�呂記無「矣其挾武庚及淮夷以叛蓋以周公爲亂也」十七字。
�呂記「朱氏曰」と言わずに同文の注有り。
�「朱氏解云……」。
�元本・味經堂本作「申國名」。四庫本作「中国」。
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	 	 皇矣1-1	 皇矣1-1	 皇矣1-1	 靈臺題下注	 文王有聲1
	 生民	 生民1-（	 生民1-1	 生民1-（	 生民1-（	 行葦1-（
	 	 假樂1	 公劉1-（	 民勞1	 板（	 板1
	 蕩	 蕩（-（	 蕩（-1	 抑1	 桑柔1-（	 桑柔（1-（
	 	 烝民1	 江漢1	 常武1-（	 常武1-1	 常武1
頌	 周頌	 清廟之什題下注	 清廟1	 維清	 烈文-（
	 	 烈文-1	 時邁1	 時邁（	 思文-（	 思文-1
	 	 臣工-（	 有瞽-1	 雝-（	 雝-1	 雝-1
	 	 武	 訪落-（	 訪落-1	 載芟-（	 載芟-1
	 	 良耜	 賚-（
	 魯頌	 駉1	 有駜（	 泮水（	 駉1-（	 閟宮1-（
	 	 閟宮1-（
	 商頌	 那-1	 烈祖-（	 玄鳥-（	 玄鳥-1	 殷武（-（
	 	 殷武1

イ　『呂記』引用とは明らかに異說であり、『集傳』に據ったと判斷できるもの…12例	
國風	 鄘	 柏舟（-1	 干旄（-1
	 衛	 淇奥（
小雅	 甫田	 瞻彼洛矣（
大雅	 生民	 生民1-（	 既醉1	 板（
頌	 周頌	 烈文-1�	 臣工-1	 載見-1�	 桓1
	 商頌	 那

④　『呂記』『集傳』兩者とも對應する文章無し……64例
國風	 周南	 大序（�	 大序1
	 召南	 鵲巢1	 羔羊1	 何彼穠矣（-1	 何彼穠矣1	 騶虞1
	 	 騶虞1-（
	 邶	 擊鼓1	 雄雉1	 雄雉1
	 衛	 淇奥1-1	 碩人（
	 王	 君子陽陽1	 揚之水1	 揚之水（-（	 兔爰（
	 鄭	 題下注	 大叔于田（	 羔裘1
	 齊	 鷄鳴1	 甫田（-（	 甫田1
	 魏	 題下注	 葛屨（	 園有桃（	 伐檀（-（�
	 唐	 蟋蟀
	 秦	 小戎1	 黃鳥（�
	 陳	 衡門1	 澤陂1
	 豳	 七月（-（	 鴟鴞1�
小雅	 鹿鳴	 出車1
	 鴻鴈	 我行其野1
	 節南山	 節南山1-1
	 小旻	 小弁1
	 谷風	 四月1�
大雅	 文王	 大明1-（	 緜1	 棫樸1	 旱麓1	 皇矣1-1�
	 生民	 生民1	 生民1	 生民1-1	 公劉1	 桑柔（1-1
	 蕩	 抑1	 桑柔（1	 崧高1�	 韓奕1	 常武1
	 	 召旻1
頌	 周頌	 臣工-1
	 魯頌	 題下注	 駉1	 駉1-1	 閟宮1-1
	 商頌	 題下注	 那-（	 那-1	 玄鳥-1

（（0（）
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	 南有嘉魚	 六月1	 車攻1
	 谷風	 大東1⑰	 楚茨（	 楚茨1-1
	 魚藻	 黍苗1
大雅	 文王	 文王1	 大明1-1	 緜（-1	 緜1	 思齊（-1⑱
	 生民	 既醉（
	 蕩	 蕩（-1	 蕩1	 雲漢1	 江漢1	 常武1
	 	 常武1	 	 	
頌	 周頌	 臣工-1	 臣工-1	 臣工-1	 噫嘻-（	 振鷺-（
	 	 雝1	 訪落-1
	 魯頌	 閟宮1-1

③　『呂記』に引用無し、『集傳』に有り。
ア　『詩集解』になかった即斷することはできないもの……194例	
國風	 周南	 題下注	 大序1	 大序1	 大序1	 大序1
	 	 大序1	 大序1	 大序1	 大序（1	 大序（（
	 	 大序（1	 葛覃1	 葛覃1	 卷耳（-1	 螽斯1
	 	 芣苢（-（	 漢廣（	 麟趾1
	 召南	 題下注	 鵲巢（-（	 鵲巢（-1	 草蟲1	 江有汜1-（
	 	 何彼穠矣1-（	騶虞1-1
	 邶	 柏舟（	 燕燕1	 凱風（	 雄雉（-（	 雄雉（-1
	 	 雄雉（-1	 谷風1	 旄丘1	 簡兮1	 泉水（
	 	 泉水1
	 鄘	 柏舟（-（	 桑中（	 蝃蝀（
	 衛	 淇奥1-（	 淇奥1-1	 淇奥1-1	 考槃（	 考槃1
	 	 氓（-（	 氓（-1	 氓1	 竹竿1
	 王	 題下注	 揚之水（-1	 揚之水1	 中谷有蓷1-（	 中谷有蓷1-1
	 鄭	 緇衣1	 大叔于田1-（	 大叔于田1-1	 狡童1	 子衿1
	 	 野有蔓草1
	 齊	 著（	 東方之日1	 甫田（-1	 盧令1	 載驅1
	 唐	 題下注	 揚之水1	 綢繆（	 鴇羽1	 無衣1
	 	 采苓1
	 秦	 駟驖（-（	 小戎1-1	 終南（	 黃鳥1
	 陳	 題下注	 東門之池1
	 檜	 匪風1
	 豳	 七月（-1	 七月（-1	 七月1	 七月1	 七月1
	 	 七月1	 九罭（
小雅	 鹿鳴	 題下注	 鹿鳴1	 四牡（	 采薇1	 出車1-（
	 	 出車1-1⑲	 出車1-1	 出車1-1	 魚麗1⑳
	 南有嘉魚	 南有嘉魚1	 南山有臺（	 湛露1�	 彤弓1	 菁菁者莪1
	 	 六月1-1	 采芑1-1�	 吉日1-（	 吉日1-1
	 節南山	 十月之交（	 十月之交1-（	 十月之交1-1	 十月之交1�	 十月之交1
	 小旻	 小旻1
	 谷風	 大東1-1	 鼓鐘（	 鼓鐘1	 楚茨1
	 甫田	 甫田1-（	 大田1-（	 桑扈（
	 魚藻	 黍苗（
大雅	 文王	 文王1	 大明1	 大明1-1	 大明1-（	 大明1-1
	 	 大明1-1	 大明1-1	 大明1-1	 大明1-1	 緜（-（
	 	 棫樸1	 棫樸1-（	 棫樸1-1	 旱麓（	 旱麓1�
	 	 思齊1	 皇矣（	 皇矣1-（�	 皇矣1	 皇矣1-（
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	 節南山	 節南山（⑤	 節南山1-（	 節南山1	 節南山1	 正月1
	 	 正月1⑥	 正月1⑦	 正月（1	 正月（1	 十月之交1-（
	 	 十月之交1-1	十月之交1-1	 十月之交1-1	 雨無正1	 	 	
	 小旻	 小旻1	 小弁1⑧	 小弁1-（	 小弁1-1	 小弁1
	 	 巧言1	 何人斯1	 巷伯1
	 谷風	 蓼莪1	 蓼莪1	 大東1-（	 大東1-1	 大東1-（
	 	 大東1-1	 四月1	 四月1⑨	 無將大車1-（	 無將大車1-1
	 	 小明（⑩	 小明1	 小明1	 鼓鐘1	 楚茨1-（
	 	 楚茨1	 楚茨1	 信南山1
	 甫田	 甫田（	 甫田1	 甫田1	 甫田1-1	 大田（
	 	 大田1-1	 桑扈1	 青蠅1	 賓之初筵（-（	 賓之初筵（-1
	 	 賓之初筵1	 賓之初筵1
	 魚藻	 采菽（	 采菽1	 采菽1	 角弓（	 角弓1
	 	 都人士（	 采綠1	 緜蠻（
大雅	 文王	 文王1	 文王1-（	 文王1-1⑪	 文王1	 文王1
	 	 大明1-（	 大明1-1	 大明1-（	 大明1-1	 大明1-1
	 	 大明1-（	 緜1	 緜1	 旱麓1	 思齊（-（
	 	 思齊（-1	 思齊1	 思齊1-（	 思齊1-1	 皇矣1-（⑫
	 	 皇矣1-1⑬	 皇矣1-（	 皇矣1-1	 皇矣1-1	 皇矣1-（
	 	 皇矣1-1	 靈臺1	 下武（	 下武1	 文王有聲1
	 生民	 生民1-1	 生民1	 生民1-1	 行葦（-（	 行葦（-1
	 	 行葦1-1	 行葦1	 既醉1	 既醉1	 既醉1
	 	 既醉1	 公劉（-（	 公劉（-1	 公劉1-1	 公劉1-1⑭
	 蕩	 蕩1-（	 蕩1-1	 蕩1-（	 蕩1-1	 抑1
	 	 桑柔1-1	 桑柔1	 桑柔（1	 崧高1	 江漢（
	 	 常武1-（	 常武1-（	 瞻卬1
頌	 周頌	 清廟-（	 清廟-1	 維天之命	 烈文-1	 噫嘻-1
	 	 振鷺-1	 有瞽-（	 載見-（	 載見-1	 敬之-（⑮
	 	 敬之-1	 小毖	 絲衣	 酌-（	 酌-1
	 	 賚-1
	 魯頌	 泮水1	 泮水1	 閟宮（-（	 閟宮（-1	 閟宮1
	 商頌	 烈祖-1	 烈祖-1	 長發1	 殷武（-1

②　『呂記』に引用有り、『集傳』に無し
　　……嚴粲が朱熹の舊說に據ったことを表す……57例
國風	 周南	 卷耳1	 兔罝（
	 召南	 采蘩1-1	 采蘋1	 甘棠（	 羔羊（	 江有汜1-1
	 邶	 題下注	 燕燕1-1	 日月1	 凱風1	 谷風1
	 鄘	 桑中1	 干旄1	 載馳1
	 衛	 氓1
	 王	 兔爰1
	 鄭	 緇衣（
	 齊	 東方之日（	 東方未明1-（
	 唐	 葛生1	 采苓1
	 秦	 題下注	 終南1	 無衣1
	 陳	 宛丘1	 衡門（
	 曹	 鳲鳩1
	 豳	 破斧1⑯
小雅	 鹿鳴	 四牡1	 常棣之華1
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附表：『詩緝』所引朱熹詩說一覧
凡例：
○本表は、『詩緝』に引用された朱熹の詩說の有無を『呂記』『集傳』兩書について確認した結果を、

分類して示したものである。
○引用の所在は、詩題および章次に據って示した。例えば、「關雎（」は「關雎」首章の注釋に朱熹

詩說の引用が見えることを示す。章次の「1」は當該詩の小序の注釋に引用されていることを示す。
○詩篇の編目への分屬および章の分け方については、『詩緝』に拠る。
○一章の注釋の中で朱熹の詩說が複數引用されている場合、「- 數字」で示した。例えば「氓1-1」は
「氓」第三章に引かれた朱說の二番目のものであることを表す。

○本表で收集の對象としたのは、基本的に『詩緝』の雙行注に引用された朱熹の詩說に限った。『詩
緝』本文の中にもまま「朱氏曰」として朱熹の學說に觸れることがあるが、說の要約であったり概
括的な言及であったりするため、嚴密な意味での引用の出處を判定するのが困難な場合が多いから
である。

○『詩緝』中には、「朱氏論語解曰」などとして、朱熹の別の著述から說が引用される場合がある
が、本表では收集の對象とはしなかった。

○本表では、朱說の引用元を考察するためにいくつかのパターンに分類したが、『呂記』所引朱說・
『集傳』とどの程度差異があれば兩書からの引用ではなく『詩集解』佚文と認めるかなど、分類の
境界上に位置する例もあり、筆者の主觀的な判斷が混じっている場合があることをお斷りする。

①　『呂記』『集傳』、兩書に對應する文章有り……261例	
國風	 周南	 關雎1	 卷耳（-（	 兔罝1	 芣苢1
	 召南	 鵲巢1	 采蘩1-（	 殷其靁（	 小星（	 何彼穠矣（-（
	 邶	 燕燕（	 燕燕1-（	 日月（	 日月1	 終風（
	 	 終風1	 雄雉1	 谷風1	 旄丘1	 簡兮1
	 	 泉水1
	 鄘	 牆有茨1	 君子偕老（-（	 君子偕老（-1	 定之方中1	 定之方中1
	 	 干旄（-（	 載馳1	 載馳1	 載馳1
	 衛	 淇奥1	 碩人1-（	 碩人1-1	 碩人1-1	 碩人1
	 	 氓1-（	 氓1-1	 芄蘭（-（	 芄蘭（-1	 伯兮1
	 王	 君子陽陽（	 丘中有麻1
	 鄭	 大叔于田1-1	羔裘（	 女曰鷄鳴1	 女曰鷄鳴1①	 褰裳（
	 	 風雨1
	 齊	 還1	 東方未明1-1	 南山1-（	 南山1-1	 載驅1
	 	 猗嗟1-（	 猗嗟1-1	 猗嗟1
	 魏	 葛屨1	 汾沮洳（	 汾沮洳1	 伐檀（-1	 碩鼠
	 唐	 蟋蟀（	 蟋蟀1	 有杕之杜（
	 秦	 駟驖（-1	 駟驖1-（	 駟驖1-1	 小戎1-（	 小戎1-1
	 	 小戎1-1	 小戎1	 蒹葭（	 蒹葭1	 終南1-（
	 	 終南1-1	 無衣1	 渭陽（	 權輿（	 	 	
	 陳	 東門之楊（②
	 檜	 素冠（	 素冠1	 素冠1	 隰有萇楚1	 匪風（
	 曹	 下泉1
	 豳	 七月1	 七月1	 鴟鴞1-（	 鴟鴞1-1	 鴟鴞1-（
	 	 鴟鴞1-1	 東山（	 東山1	 伐柯（	 狼跋（
小雅	 鹿鳴	 鹿鳴（	 鹿鳴1③	 常棣之華1	 伐木1-（	 伐木1-1
	 	 伐木1	 天保（-（	 天保（-1	 天保1	 天保1-（
	 	 天保1-1	 魚麗1
	 南有嘉魚	 湛露1	 六月1-（	 采芑（	 采芑1-（	 車攻1
	 	 吉日（	 吉日1
	 鴻鴈	 鴻鴈1	 庭燎1	 庭燎1	 白駒（④	 斯干1

（（0（）


